
 

 

令和５年度みえ森と緑の県民税基金事業（資料編） 
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① 令和５年度みえ森と緑の県民税基金事業の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  みえ森と緑の県民税基金積立金事業 1,137,761 千円 

みえ森と緑の県民税基金事業    総額 1,190,151 千円 

【県営事業】585,086 千円 【⑦ みえ森と緑の県民税 

市町交付金事業】 590,452 千円 

みえ森と緑の

県民税制度運

営事業 

14,613 千円 

■ 収入 
■ 支出 
■ 次年度以降に活用する額 

② 災害に強い森林づくり推進事

業      359,872 千円 

ア．災害緩衝林整事業 

344,872 千円 

イ．土砂・流木緊急除去事業 

               15,000 千円 

③ 森林情報基盤整備事業 

100,000 千円 

④ 森を育む人づくりサポート体

制整備事業     77,041 千円 

ア．みえ森林教育ビジョン推

進事業  28,358 千円 

イ．みえ森づくりサポートセ

ンター運営事業 30,268 千円 

⑤ 野生生物保護事業 15,173 千円 

ウ．みえ森林教育ステーショ

ン整備事業 18,415 千円 

⑥ 自然公園利用促進事業 

33,000 千円          

ア．みえ森と緑の県民税市町交

付金（連携枠）事業 

193,292 千円 

ａ．流域防災機能強化対策事

業      173,292 千円 

ｂ．森林再生力強化対策事業 

  20,000 千円 

ウ．みえ森と緑の県民税市町交

付金（基本枠、加算枠）事業 

372,160 千円 

令和５年度に市町が活用する

事業費      372,160 千円 

後年度に活用するために市町

が積立てる事業費 

0 千円 

イ．みえ森と緑の県民税市町交

付金（防災枠）事業 

25,000 千円 

 
災害からライフラインを守る

事前伐採事業  25,000 千円 

生物多様性推進事業 

        15,173 千円 

森林とふれあう自然公園環境

整備事業    33,000 千円 

         4,278 千円 

※積立金事業の額を事業実施総額が上回っている理由は、前

年度からの基金繰越額を有効活用したことによる。 
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災 害 に 強 い 森 林 づ く り 推 進 事 業

近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流
出による災害発生の恐れのある渓流沿いの森林を対象に、三重県が
流木災害等を軽減するため、「みえ森と緑の県民税」を活用して
「災害緩衝林整備事業」と「土砂・流木緊急除去事業」の二つの事
業を行っています。

災 害 緩 衝 林 整 備 事 業

渓流内の危険木の除去や、流木や土砂の流下を緩衝する渓流沿いの森林整備、倒木や土
砂の渓流への流入を抑制する山腹斜面での森林整備など、災害緩衝林の整備を進めます。

異常に堆積し

た流木や土

砂の除去

流域

作業道等

林道
（既設）

【災害緩衝林整備事業のイメージ図】

整備区域を「渓流部・渓岸部・山腹部」の３つエリアに分けて整備しています。

（整備前） （整備後）

令和４年度は、１２市町の３２箇所において事業を実施しました。
【伊賀市（折戸）】

（渓流部・渓岸部の整備前）

土砂・流木緊急除去事業

（渓流部・渓岸部の整備後）

【松阪市（大足山）】

（山腹部の整備前） （山腹部の整備後）

渓流部・・・流木となる恐れのある危険木を下流へ流れ出なくするために倒木・流木等の危険木の伐採・搬出を行います。
渓岸部・・・立木の大径化を促す調整伐や、伐採木の撤去を行い、上流からの土砂・流木等の流下を緩和軽減させます。

山腹部・・・渓流内に倒木や土砂が流れ出なくするために立木の根系の発達を促す調整伐と土砂止の設置を行います。
※調整伐とは、立ち木の密度を緩和し、成長を促進するための抜き伐りのことです。

【紀北町（中熊）】 （施工前） （施工後）

渓流内に異常に堆積した流木や土砂等について、台風や豪雨の際に流れ出して下流に被害を
与える恐れのあるものを撤去します。

【土砂・流木緊急除去事業のイメージ図】
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災 害 緩 衝 林 整 備 事 業

近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発生の恐れの

ある危険渓流域の森林を対象に、流木災害等を抑制するため、①渓流内の危険木の除去、②

流木や土砂の流下を緩衝する渓流沿いの森林整備、③倒木や土砂の渓流への流入を抑制する

山腹斜面での森林整備など、災害緩衝林の整備を進めます。

近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発生の恐れ

のある渓流沿いの森林を対象に、流木災害等を軽減するため、①渓流内の危険木の除去、②

流木や土砂の流下を緩衝する渓流沿いの森林整備、③倒木や土砂の渓流への流入を抑制する

山腹斜面での森林整備など、災害緩衝林の整備を進めます。

〈整備前の森林の状態〉

流出する恐れのある危険木が存在

間伐不足で過密小径な林分

下層植生がみられず表土が流出

（整備前）

〈整備区域〉青字：立地環境 赤字：整備内容

①渓流部で危険木の除去⇒流木発生抑制

②渓岸部で調整伐による立木の大径化促進⇒森林の抵

抗力の増加⇒流木・土砂等流下緩衝

③山腹部で調整伐による根系の発達促進、土砂止の設

置⇒斜面の安定化⇒流木・土砂等流出抑制

（整備後）

危険木の除去 伐倒木を利用した土砂止の設置

【整備区分横断図】

（整備後）

渓流部 渓岸部 山腹部
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異常に堆積した
流木や土砂の
除去

流域

作業道等

林道（既設）

土砂・流木緊急除去事業

近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発生の恐
れのある渓流沿いの森林を対象に、渓流内に異常に堆積した土砂や流木について、台風や
豪雨の際に流出して下流に被害を与える恐れのあるものを撤去します。

渓流内に異常に堆積した土砂・流木

撤去後（紀北町）
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災害緩衝林整備事業 令和5年12月末現在

市町 大字等 字

1 四－1 亀山市 関町市瀬 野々谷 250 6.42 8,410 施工中

2 四－2 亀山市 加太板屋 西谷 660 8.36 13,830 施工中

3 四－3 亀山市 南河内 360 4.39 7,130 施工中

4 四－4 亀山市 加太板屋 焼揚 750 9.15 6,500 施工中

5 四－5 亀山市 沓掛 安間平 350 2.82 3,230 施工中

6 津－1 津市 榊原町 河内谷ほか 201-2005 120 1.83 6,970 施工中

7 津－2 津市 芸濃町河内 黒曽ほか 190 4.02 7,280 完了

8 津－3 津市 白山町佐田 赤坂ほか 430 2.83 7,881 完了

9 松－1 松阪市 大足町 大足山 400 5.35 15,400 施工中

10 松－2 松阪市 嬉野小原町 古城 168 1.22 9,200 完了

11 松－3 松阪市 阿坂町 大谷 204-0044 150 1.13 5,800 施工中

12 松－4 松阪市 茅原町 下ノ宮 200 1.28 12,100 施工中

13 松－5 松阪市 小片野町 北谷西平 265 2.86 6,300 施工中

14 松－6 多気町 土屋 クリノキダニ 600 4.86 21,900 施工中

15 松－7 多気町 車川 チョウラグチ 525 3.50 16,300 施工中

16 松－8 大台町 長ケ 鈴又 387 0.80 22,900 完了

17 伊－1 度会町 田口
樋ノ谷
（田口）

310 3.26 8,000 完了

18 伊－2 大紀町 永会 出作 933 9.08 16,000 完了

19 伊－3 大紀町 神原 中谷 167 2.75 6,500 完了

20 伊－5 南伊勢町 内瀬 豆原 0 8.50 14,500 施工中

21 上－1 伊賀市 上阿波 舩ヶ谷 290 4.02 5,500 施工中

22 上－2 伊賀市 下阿波 宮谷 570 8.88 15,000 施工中

23 上－4 伊賀市 諸木 滝谷１ 500 4.52 10,000 施工中

24 上－6 伊賀市 高尾 津元 270 5.88 10,000 施工中

25 尾－1 尾鷲市 九鬼町 奥地 209-0062 920 2.93 8,400 施工中

26 尾－2 紀北町 十須 江竜 543-1100 510 2.45 13,700 施工中

27 尾－3 紀北町 十須 林の谷 543-1109 770 4.57 11,400 施工中

28 熊－1 熊野市 五郷町 ボウノ 212-1054 350 6.03 8,900 施工中

土砂・流木緊急除去事業 令和5年12月末現在

市町 大字等 字

1 四－1 菰野町 千草 猿ヶ原 50 50 3,100 施工中

2 尾－1 紀北町 船津 椎戸 154 800 施工中

令和5年度　災害に強い森林づくり推進事業　実施予定箇所

実施箇所
危険地区番号

危険木除去
(m)

緩衝林整備
(ha)

実施予定額
(千円)

備考
（進捗状況）

流木体積
(m4)

実施予定額
(千円)

備考
（進捗状況）

番号 箇所番号

番号 箇所番号
実施箇所

危険地区番号
土砂体積
(m3)
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　　県庁舎及び市町庁舎等の
　　　　　　　　　　　　　ＰＲパネル展示状況

　伊勢庁舎
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　工事施工前、施工後に近隣住民等へ周知

各事業のＰＲ状況

　工事施工箇所に「のぼり」やPR標柱を設置
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危険木を除去した渓流
での流木等危険木発生
状況を把握(一部，三重
大学共同研究)

UAV空撮画像の解析に
より事業実施箇所の
森林状況の変化を把握
（名古屋大学共同研究）

調整伐実施後の
状態変化を調査

根系発達による斜面安定効果を検証するために

成長促進効果を検証するために

危険木除去による流木発生抑制効果を検証するために

調整伐と伐倒木を利用した
土砂止の設置

① 根系分布調査，根引
き抜き試験により，表層
崩壊防止力を把握

② 土砂流亡量調査で，
土砂流亡抑制効果の持
続期間を把握（三重大
学共同研究）

効果検証にかかる調査・研究

危険木
除去

項目1 樹木根系による斜面安定効果調査

項目2 UAV（ドローン）を用いた森林モニタリング調査

項目3 整備森林における危険木発生状況調査

 渓岸部・・・調整伐による立木の成長の促進※に対して

 山腹部・・・調整伐による立木の成長の促進，
斜面安定効果及び土砂流亡抑制効果発揮に対して

・斜面安定効果，土砂流亡抑制効果
は発揮できるか？ ・・・・・・・・・・・・・・項目1

・立木の成長は促進されるか？ ・・・・・項目2

・立木の成長は促進されるか？ ・・・・項目2

 渓流部・・・危険木除去による流木発生抑制効果に対して

効果検証が必要な事項
・流木発生抑制効果は持続

しているか？ ・・・・・・・・・・・・・・・項目3

現状？

災害に強い森林づくり推進事業

効果検証にかかる調査・研究事業 成果の概要 （林業研究所）

効果検証が必要な事項

効果検証が必要な事項

事業目的と検証事項

整備後整備前

土砂流亡量調査

令和5年度 第4回評価委員会資料

根引き抜き試験

根系分布調査

※本事業では胸高直径30cm以上の森
林に誘導することを目標としている

UAV（ドローン）

令和5年度の実施内容と今後の予定
アドバイザリーボードでの専門家の意見等をふまえたデータ解析や成果のとりまとめ，固定試験地での追跡調査を
実施した。年度内に成果をとりまとめたパンフレットを作成・印刷し、広く配布する予定である。8

資料４



雨
量

1m
m
あ
た
り
の

土
砂

移
動

量

（g
･m

-1
･m

m
-1
） 調整伐実施

土砂流亡量

林床被覆率

年

年間降雨量

雨
量

1m
m
あ
た
り
の

土
砂

流
亡

量

（g
･m

-1
･m

m
-1
）

林
床

被
覆

率
（
％

）

調整伐実施
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（三浦2011）

減少 減少

スギ林 ヒノキ林

土壌断面

項目1 樹木根系による斜面安定効果調査（R1～5）
目的：

①根系による表層崩壊防止力の把握・・・山腹部における調整伐実施が斜面安定（根系による表層崩壊防止力）に及
ぼす効果を明らかにする。
②土砂流亡量の継続調査・・・調整伐実施，土砂止設置による土砂流亡抑制効果の持続期間を明らかにする。

方法：

①調整伐後6～11年経過したスギ林5カ所，同6～8年経過したヒノキ林5カ所において，それぞれ調整伐実施地と未実
施地の立木間中央部（崩壊防止力の最弱部）各3カ所で根系分布調査を行った。得られたデータに対し，根引き抜き試
験から得た崩壊防止力推定モデルを適用して崩壊防止力を推定し，調整伐実施地と未実施地との比較検証を行った。
②平成27～29年度に土砂流亡量観測を行った3カ所の試験地で観測を継続した（三重大学共同研究）。

結果：

①調整伐実施地では，調整伐直後は伐採木の根系腐朽により，立木間中央部の崩壊防止力は一時的に低下すると
推測されるが，調整伐の効果により，未実施地と比較して立木間距離が長いにも関わらず，6～11年後には崩壊防止
力が同程度まで大きくなった（図-1）。全調査地の根系分布データから，立木間距離と崩壊防止力の関係を解析したと
ころ，同じ立木間距離では実施地の方が未実施地よりも崩壊防止力が大きかった（図-2）。これらの結果より，実施地
の根系による崩壊防止力は，斜面全体では未実施地よりも大きくなっていると考えられた。
②調整伐後の林床被覆率上昇に伴って土砂流亡量は減少し，調整伐後8年経過時点でも低い水準で保たれていた
（図-3）。林床被覆率が高い状態が保たれていることから，今後も土砂流亡抑制効果は持続することが推察された。

2015

林床被覆の変化
（白山ヒノキ箱401の例）

土壌断面（幅1m×深1m）

根系分布調査

根直径別の本数データを得る

崩壊防止力
の推定

図1．調整伐実施地と未実施地における表層崩壊防止力の比較

2022

2019

調整伐
実施地

未実施地

立木間中央部は最も根系
による崩壊防止力が弱い

根引き抜き試験から
崩壊防止力推定
モデルを構築

①調整伐後6〜11年で根系による崩壊防⽌⼒は斜⾯全体では未実施地よりも⼤きい
②調整伐と⼟砂⽌による⼟砂流亡抑制効果は調整伐後8年時点まで持続していた

図3．調整伐後の林床被覆率と土砂流亡量の経年変化

立木間
中央部

土壌断面

立木間距離
短い

立木間距離
長い

崩
壊
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力
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2
）

崩
壊
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止

力
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m

2
）

図2．全調査地の根系分
布データによる立木間距
離と崩壊防止力の関係
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11年経過
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（美杉1 63年生）

ns

実施地 未実施地

8年経過
（美杉1 61，63年生）

ns

実施地 未実施地

7年経過
（大紀2 61年生）

ns

実施地 未実施地

6年経過
（大紀1 66年生）

ns

スギ林

ヒノキ林
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（大台2 32年生）

ns

6年経過
（白山　38年生）
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実施地 未実施地

6年経過
（白山　53年生）

ns

誤差線は標準偏差, ***: <0.001,  ns:有意差なし

調整伐後の経過年数
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目的：

UAVにより山腹部，渓岸部での調整伐による立木の肥大成長促進や健全性向上の効果を広域的に検証する。

方法：

平成26年度から調整伐前後の森林状態の変化を広域的にモニタリングしているが，これまでの航空レーザ測量に代
わりUAV（ドローン）を使用することで，面積は限定されるものの低コストで即時的に森林情報を得られる可能性がある。

平成26年度設定モニタリング区域内（大台町）において設定した3カ所の空撮区域，令和元年度事業実施地において
設定した3カ所の空撮区域でUAVによる空撮を行った。大学との共同研究により UAV空撮データから高精度で森林情
報を取得するための技術を開発し（図4），取得した空撮データを解析することで（図5），調整伐後の森林状態の変化を
広域的に把握した（名古屋大学共同研究）。

結果：

調整伐を行うことによる直径成長の促進効果（図6），森林資源の現況や現時点での目標直径到達状況などを広域
的に確認できた（図7）。

項目2 UAVを用いた森林モニタリング調査（R1～5）

単木（樹頂点，樹冠）抽出，
樹高・DBH推定

UAV森林情報解析システム

森林情報

入力

図4．UAV空撮画像からの森林情報解析技術

出力

UAVにより調整伐による直径成⻑改善や森林の現況を広域的に確認できた

R4 胸高直径

R元 胸高直径

空撮データSfM解析

変化

R4‐R元
胸⾼直径変化量

（3年間）

図5．森林状態の変化量把握（胸高直径の例）
単木単位データを10m×10mメッシュ単位でマップ化
し，2時期間の変化量をGISで計算

図7．胸高直径の現況
（令和4年，大台1-1地区 ）

いずれの区域でも，調整伐実施地
は未実施地より，わずかに成長量
が大きい傾向がみられた

解析区域
（スギ実施地）

0.7ha

解析区域
（ヒノキ未実施地）

0.4ha

空撮区域
黄の線で囲んだ部分

4.8ha

解析区域
（ヒノキ実施地）

0.6ha

●モニタリングの例
（胸高直径の3年間の変化）

●モニタリングの例
（胸高直径の現況）

●作成したオルソフォト

図6．令和元年（調整伐後5年）から令和4年（同8年）
の胸高直径の変化量（大台1-1地区 ）

R4-R元年変化量平均値

差分値

目標状態への誘
導に向け，今後の
整備が必要なエリ
アを把握できた。

胸高直径30cmに
達しているエリア
は少ない

 高密度点群解析システム
 UAV樹高・DBH推定システム

Gap抽出処理
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誤差ラスター

樹頂点座標・樹冠投影面積（pos）
樹冠認識結果（Crown ID）
最適樹冠傾斜(10mGrid)（G_shp）
樹冠形状近似式パラメータ(10mGrid)（G_shpA, G_shpB)
樹冠形状近似式パラメータ（樹冠）（Cw_shpA, Cw_shpB)
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頂
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適
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定
（
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m
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高密度点群
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周
囲

除
外

最大値処理
穴埋処理

UAV画像群

SfM処理
(Metashape)

Iterative Closest 
Point(ICP)アルゴ

リズムによる２次元
変換行列の推定

UAV高密度点群LiDAR点群データ

LiDAR
DTM

UAV
樹頂点座標

(x,y,z)

UAV
DSM

UAV
Gap

LiDAR
樹頂点座標

(X,Y,Z)

２次元変換行列
によるUAV

Gap座標(xd,yd)
の変換

標高補正量
（Δz=axd+byd+c)によ
る補正UAV樹頂点標
高(zd=z+Δz)の算出

LiDAR
Gap

重複Gap座標におけ
るUAV Gap標高と

LiDAR DTMの標高差
（Δz=Z-z)の算出

２次元変換行列によ
るUAV樹頂点座標

(xd,yd)の変換

変換UAV樹頂点座
標(xd,yd,zd)

UAV樹高(hd)推定
(zd-LiDAR DTM)

UAV樹頂点の
推定樹冠面積

DBH推定モデル
によるDBH推定

目標値

UAV空撮

高密度点群データ生成

実施地 未実施地

ヒノキ 1.95 1.89
スギ 1.32 -

　大台1-2 H26 スギ 5.4 0.34 0.19

　大台1-3 H26 スギ 5.9 1.30 1.27

新規事業地

　亀山 R元 スギ・ヒノキ 4.6 1.10 0.96

　大台2 H30・R元 スギ・ヒノキ 3.9 0.39 -

　熊野 R元 ヒノキ 3.6 1.57 1.30

地区
事業実施

年度
樹種

空撮区域
面積
ha

胸高直径成長量
cm

モニタリング区域

　大台1-1 H26 4.8
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項目3 整備森林における危険木発生状況調査（R1～5）
目的：

渓流部で実施している危険木（倒流木）除去による流木発生抑制効果を検証する。

方法：

平成26年度，27年度事業により渓流部の危険木除去を行った67箇所の整備渓流（延長55～2,015 m，平均延長548 
m，総延長36,700 m）を除去から3～6年後に踏査し，倒流木発生の現況を多点調査した（図8）。また，整備渓流4カ所
（延長283～673m），未整備渓流2カ所（延長368，745m）に固定試験地を設定し（図12），毎年，冬季の渇水期に危険
木の発生，消失，移動状況を追跡調査した（一部，三重大学共同研究）。

結果：

平成26，27年度事業地の多点調査の結果，再発生した倒流木の材積は除去材積と比較してわずかであり，平成29
年21号台風による風倒被害を受けた一部を除き，除去効果は維持されていた（図9） 。固定試験地における追跡調査
でも，調査を行った4年間に倒流木量はほとんど変化しなかった（図12）。そのため，著しい台風被害などを受けなけれ
ば，長期間にわたって除去効果は維持されると考えられた。

倒木の発生要因は，風倒に起因する根返りや幹折れ，渓岸侵食が主要因であり，これらの発生を森林管理によっ
て防ぐことで大幅に倒流木を少なくできる可能性がある（図10）。

また，流木は倒木と比べて腐朽度が高く，長さが流路幅よりも短いことから（図11），流路幅の狭い渓流内では倒木
が分解，破断して流木化するまで，これらが長期間滞留する危険性がある。そのため，流木被害対策として渓流部の
倒流木等を除去することは有効な手段であることがわかった。

図8．多点調査を行った事業地の位置 図9．各事業地の倒流木除去材積と
現状材積の関係（67カ所）

整備状態が保たれた渓流
（亀山市）

管内
整備
年度

箇所数
調査
延長

調査年度

四日市 H26,H27 5 1,460m R元

津 H26,H27 9 3,295m R元、R3

松阪 H26,H27 15 9,530m R2

伊勢 H26,H27 11 7,280m R3

伊賀 H26,H27 8 4,545m R3

尾鷲 H26,H27 9 4,165m R3

熊野 H26,H27 10 6,425m R3

合計 67 36,700m

著しい台⾵被害などを受けなければ⻑期間にわたって除去効果は維持された
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図10．67カ所の事業地における
全倒木（202.8m3）の発生要因
毎の材積割合
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12.4m3/100m
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図12．固定試験地における倒流木材積の経年変化
図11．各事業地の整備区間中央部付近における最大24時間

雨量時の流路幅と倒流木の腐朽度，平均長の関係
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進んでいる
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674mm (紀北町)
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4,482mm (紀北町)
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③：森林情報基盤整備事業 

担当課：森林・林業経営課 

 

基本方針：① 災害に強い森林づくり 

対策区分：① 土砂や流木による被害を出さない森林づくり 

 

１ 事業の目的 

  航空レーザ測量を実施して、詳細な森林資源情報を把握することで、効率的な

森林管理を促進するとともに、精度の高い 3 次元地形データを取得して、災害発

生の危険性の高い地域等を客観的に把握することで、災害に強い森林づくりを効

果的に進めます。 

また、航空レーザ測量によって把握できる尾根、谷等の詳細な地形や林相界等

の情報を森林クラウドにより市町と共有することで、市町による森林の適正な管

理の実行につなげます。 

 

２ 事業の必要性 

 緊急に整備が必要な森林や、山地災害や流木被害の発生の恐れのある森林を効

率的に把握し、災害に強い森林づくりを着実に進めるためには、航空レーザ測量

を実施して、樹種、樹高、立木密度、材積等の詳細な森林資源情報や、尾根、谷等

の精度の高い微細な地形情報等を効果的に取得する必要があります。 

 また、所有者の関心の低い森林や、境界が不明な森林等において、手つかずの状

態になることを防止するため、森林境界の明確化につながる情報の把握に努める

必要があります。 

 

３ 事業の内容 

  航空レーザ測量の実施によるデータ取得と森林資源解析により、早急に整備が

必要な森林の抽出等を行います。 

（１）航空レーザ測量 ※レーザ照射点密度４点/ｍ2  

・三次元計測データ、グリッドデータ、写真地図データ、等高線データ等を作成 

（２）森林資源解析 

・林相区分データ作成 

・単木解析（樹木本数、単木毎の位置、樹高、樹冠幅、樹冠長、胸高直径、材積

等の把握） 

・林分解析（平均胸高直径、平均樹冠長、総材積、平均形状比、平均樹高、立木

本数密度、収量比数、相対幹距比等の算出） 

（３）成果品：森林ＧＩＳの主題図として、傾斜区分図、立体地形表現図、森林資源

解析図を作成 
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令和５年度事業計画 

森林資源解析面積 予算額（千円） 事業実施区域 

約７５８㎢ 

（７万５７５３

ha） 

１００，０００ 

桑名市、いなべ市、菰野町、伊

賀市、名張市、津市、松阪市、

多気町、大台町、大紀町 

１．桑名市、いなべ市、菰野町、伊賀市、名張市 測量予定区域 

 

 

２．津市、松阪市、多気町、大台町、大紀町 測量予定区域 

 

航空レーザ測量区域：なし(R4 実施済) 

森林資源解析区域 ：赤枠箇所 

航空レーザ測量区域：なし(R1・R4 実施済) 

森林資源解析区域 ：赤枠箇所 
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④―ア：みえ森林教育ビジョン推進事業（中間報告） 

担当課：林業研究所 普及・森林教育課 

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：③森を育む人づくり 

 

１ 事業の目的 

「森林や木材が暮らしや経済に当たり前に取り入れられている社会づくりへ

向けた教育」、「森林に関わる活動やビジネスを志すきっかけとなる教育」、「自ら

考え、判断して行動する力を育む森林教育」に取り組むことで、「みえ森林教育

ビジョン」を実現し、「県民全体で森林を支える社会づくり」を推進します。 

 

２ 令和５年度事業の概要 

みえ森林教育ビジョンを実現するため、森林教育の裾野を広げ、子どもから大

人まで一貫した教育体系を構築し、主体的・対話的で深い学びの充実を図るため

のイベントや講座の開催、みえ森林ワークブックの作成などの森林教育プログ

ラムを展開します。 

 

  
【具体的な取組】 

（１）森林教育イベントの開催 

 ・第２回みえ森林教育シンポジウム 

（２）森林教育プログラムの展開 

① 子ども向け講座【ジュニアフォレスター育成講座】 

② 指導者向け講座【森林をフィールドに子どもの「生きる力」を育む指導者

養成講座】 

③ 学生向け講座【みえ森林教育 学生向け講座～森や木や自然にふれあい、

学び、育む森林教育を考えよう～】 

④ 企業向け講座【みえ森林教育企業講座 SDGｓ時代の企業における森林と

のつきあい方について考える Vol.3】 

⑤ 大人向け講座【森のサイエンスカフェ】 

⑥ 幼児教育関係者向け支援【みえ森林教育アドバイザー派遣】 

⑦ 小学生向け冊子の発行 

 （A）副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」 

 （B）みえ森林ワークブック 
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（１） 森林教育イベントの開催 

【第２回みえ森林教育シンポジウム】 

目的 

 森林教育に関心のある方から、実際に森林教育に取り組む実践

者、また、子どもから大人など幅広い立場の県民が、ワークショッ

プや体験教室に参加し、森林教育について学び、意見を交わし、考

える機会を設けるほか、トークセッションや講演会を通じて、森林

教育に対する理解を深め、これまで以上に様々な場面で森林教育を

推進することを目的に、みえ森林教育シンポジウムの開催に向けた

準備をしています。 

日時 令和６年２月３日(土)10 時から 16 時 

場所 三重県総合文化センター 男女共同参画棟 

対象 一般県民 

内容 

第１部 ワークショップ及び森林教育体験 

【ワークショップ】幼児教育・保育セッション 

  テーマ：身近な自然を活用した幼児教育・保育 

 【ワークショップ】学校教育・森林教育指導者セッション 

  テーマ：学校、地域と連携した森林教育 

 【森林教育体験】森のカトラリーづくり（小中学生） 

  里山の保全活動で出た小枝を使ったカトラリーづくり 

 【森林教育体験】森のおくりもの（対象：５歳以上小学生まで） 

  輪切りと木の実や枝を飾ったオブジェづくり 

 【森林教育体験】マガジンラックづくり（親子） 

  県産材を使ったマガジンラックづくり 

第２部 ステージプレゼンテーション 

・第 10 回みえの森フォトコンテスト表彰式 

・講演会 

「高知県立牧野植物園の紹介と身近な薬用植物・生薬・漢方薬」

講師：高知県立牧野植物園 園長 川原信夫 氏 

・トークセッション「地域とともに進める森林教育」 
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（２）森林教育プログラムの展開 

① 子ども向け講座 

【ジュニアフォレスター育成講座】 

目的 

森林や自然、野外活動等に関心のある子どもたちの学びの意欲を

さらに高揚し、森林・林業及び持続可能な社会への理解を促進する

とともに、子供たちの創意工夫や適応力、寛容さなどを養い、「生き

る力」を育むことを目的に講座を実施します。 

開催日 
令和５年 12 月 23 日(土)、24 日(日) 

令和６年１月 13 日(土)、14 日(日) 計４日間 

場所 三重県立熊野少年自然の家 

対象 参加人数 12 人 小学校４年生から６年生 

内容 

1 回目：12 月 23 日(土) 

・クイズでみえの森林・林業の姿を知る 

・セーザイゲームで製材の仕事を知る、木取りの模擬体験をする 

・木の大きさを予測・計測する 

・ヒノキの伐倒体験 

・クリスマスリースづくり 

２回目：12 月 24 日(日) 

・熊野の森と木の観察、樹木医の先生からその魅力を学ぶ 

・木の二酸化炭素の吸収量を測る 

・薪割り体験・焚き付け体験 

・木の活用法について考える 

３回目：１月 13 日(土)（予定） 

・竹を使った弓矢づくり 

・焚き付け体験・野外炊事 

・セーザイゲームで原木市場と木取りの模擬体験 

・木の付加価値について考える 

４回目：1 月 14 日(日)（予定） 

・地元の山で育った木でイスづくり 

・森の価値について考える 
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ジュニアフォレスター育成講座の開催状況 

 

 

  

「自分のはしをつくろう」 

１回目：木取りの模擬体験 １回目：ヒノキの伐倒体験 

２回目：熊野の森や木の観察 ２回目：薪割り体験 

２回目：焚き付け体験 ２回目：クリスマスリースづくり 
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②指導者向け講座 

【森林をフィールドに子どもの「生きる力」を育む指導者養成講座】 

目的 

「自ら考え、判断して行動する力を育む森林教育」を進めていく

ため、森林をフィールドに子どもの「生きる力」を育むことのでき

る指導者を育てることを目的に、講座を実施します。 

開催日 

令和５年 11 月 25 日(土)、12 月 2 日(土)、12 月 3 日(日) 

12 月 16 日(土)、12 月 17 日(日) 

令和６年１月 13 日(土)、1 月 14 日(日) 計７日間 

場所 
速水林業大田賀山林、三重県林業研究所、 

国立曽爾青少年自然の家、三重県立熊野少年自然の家 

対象 

参加人数 10 名 

・三重県内に在住、通勤又は通学している 18 歳以上の方 

・教育・保育関係者（志望者を含む）、森林教育指導者、自然体験等

施設関係者又は当該分野に関する取組を実践されている方 

・原則、全日参加可能な方  

内容 

1 回目：11 月 25 日(土) 

 森林の姿と持続可能な利用について知る 

 場所：速水林業大田賀山林 

２回目：12 月２日(土) 

子どもの生きる力を育む自然体験活動 

～指導者としての心構え～ 

場所：三重県林業研究所 

３回目：12 月 3 日(日) 

対象者を理解する～発達段階を踏まえた子どもとの関わり方～ 

場所：三重県林業研究所 

４回目：12 月 16 日(土) 

そに森の子キャンプの視察と自然体験での指導法 

場所：国立曽爾青少年自然の家 

５回目：12 月 17 日(日) 

自然体験活動における安全管理 

 場所：国立曽爾青少年自然の家 

６・７日目：１月 13 日(土)・14 日(日)（予定） 

子どもを対象とした自然体験指導（実践） 

 場所：三重県立熊野少年自然の家 
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森林をフィールドに子どもの「生きる力」を育む指導者養成講座の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１回目：速水林業大田賀山林の視察 １回目：速水林業大田賀山林の視察 

２回目：焚き付けの実習 

４回目：そに森の子キャンプの視察 

３回目：対象者理解に関する講義 

５回目：安全管理の演習 
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③  学生向け講座 

【森や木や自然にふれあい、学び、育む森林教育を考えよう～】 

目的 

将来森林教育に携わりたいと考える学生などを対象に、森林や

木、自然にふれあいながら学び育む教育・保育について考えること

を目的に、講座を開催しました。 

開催日 令和５年９月 19 日(火)、9 月 22 日(金) ２日間 

場所 
三重県林業研究所 

森の風こども園、三栄林産 かぶとの森テラス 

対象 

主に大学・短大・専門学校・大学校等の教育機関に在学する方で 

森林・自然、野外体験等を活用した教育・保育・子どもの育ち、森

のようちえん、木育などに関心のある方       ８名 

内容 

1 日目：9 月 19 日(火) 

 場所：三重県林業研究所 

 「なぜ森林教育なのか～SDGｓとわたし」 

  講師：（一社）SDGｓコミュニティー代表理事 新海洋子氏 

 「森と社会の関係を知ろう」「木について知ろう」 

  講師：熊本大学教育学部教授 田口 浩継 氏 

２日目：９月 22 日(金) 

 場所：森の風こども園 

  「森のようちえんを体感しよう」 

 場所：三栄林産 かぶとの森テラス 

  「森林・林業・木材産業の現場を体感しよう」 

 

学生向け講座の状況 

１回目：講義「なぜ森林教育なのか」 ２回目：製材所視察の様子 
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④  企業向け講座 

【みえ森林教育 企業講座 SDGｓ時代の企業における森林とのつきあ

い方について考える Vol.3】 

目的 

企業（事業者）を対象に、代々手入れされてきた林業地を見学す

ることで、森林を知る体験をし、森林の現状や森林を活用すること

の意義などについて学び、企業が森林との結びつきやビジネスチャ

ンスなどについて考える機会を創出することを目的に、講座を実施

しました。 

開催日 令和５年９月 26 日(火)、11 月 10 日(金) 2 日間 

場所 速水林業大田賀山林、三重県林業研究所 他 

対象 

参加人数 ７社 11 名 

三重県内に本社、または事業所を置かれている企業の方 

（林業関係事業体を除く）           

内容 

総合講師：三重大学人文学部教授 青木 雅生 氏 

１回目：9 月 26 日(火) 

場所：速水林業大田賀山林 

「森林・林業に関する講義」「林業地見学」 

講師：速水林業 速水 亨 氏 

２回目：11 月 10 日(金) 

 場所：三重県林業研究所、woodjob(株) 

 「製材所見学」「林業に関する講義」 

  ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ「SDGｓ時代の企業における森林との付き合い方」 

企業向け講座の状況 

 

  

１回目：林業地視察の様子 ２回目：ディスカッションの様子 
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⑤ 大人向け講座【森のサイエンスカフェ】 

目的 

森林教育の裾野の拡大を目的に、森林や木材が暮らしや経済に

当たり前に取り入れられている社会づくりについて考える、一般県

民を対象とした「森のサイエンスカフェ」を開催しました。 

日時 令５年９月 18 日（月・祝）14 時から 16 時 

場所 BROOK FURNITURE CENTER（四日市） 

対象 一般県民 

内容 

木や森の魅力を考える 

講師：熊本大学教育学部 教授 田口 浩継 氏 

（内容） 

講師からの講義のあと、参加者で意見交換をしました。 

 

大人向け講座の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
田口氏による講義の様子 
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⑥  幼児教育関係者向け支援【みえ森林教育アドバイザー派遣】 

目的 

森林や木、木材に親しみ、自ら考え、判断して行動できる人づく

りを目的とした「みえ森林教育」を推進するため、未就学児を対象

とした保育、幼児教育を行う現場での森林教育の取組を支援するこ

とを目的に、森林教育アドバイザーを派遣しています。 

日時 

場所 

令５年９月から令和６年２月 

県内の保育施設  

対象 
森林を活用した保育に取り組みたい、県内の保育所、幼稚園及び

認定こども園や市町 ４か所 

内容 

アドバイザー：認定こども園森の風こども園 副園長 嘉成永慈氏 

ふらここ保育園（紀北町） 

 ９月６日(水)：現場確認 

 10 月 26 日(木)：保育指導 

 12 月 21 日(木)：保育指導 

よっかいちひばり保育園（四日市市） 

 ９月７日(木)：現場確認 

 11 月 30 日(木)：保育指導 

 １月 11 日(木)：保育指導（予定） 

きしだこども園（鈴鹿市） 

 10 月 25 日(水)：現場確認 

 12 月 15 日(水)：保育研修会 

 １月 24 日(水)：保育指導（予定） 

名張市（こもはら保育所） 

 11 月 10 日(金)：現場確認 

 11 月 22 日(水)：保育指導 
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⑦ 小学生向け冊子の発行 

（A）副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」 

目的 

 「みえ森林教育ビジョン」の趣旨に則り、森林教育の裾野の拡大の

ための取組として、児童が三重県の森林について知識を深め、関心

を持つきっかけとなることを目的に、小学５年生の社会科に対応し

た副読本を発行・配布しました。 

日時 令和５年７月発行・配布 

対象 県内の小学校に通う小学５年生の全ての児童 
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（B）みえ森林ワークブックの開発・発行 

目的 

 「みえ森林教育ビジョン」の趣旨に則り、主体的・対話的な学びを

取り入れた教育手法の体系化を図ることを目的に、小学校の学習指

導要領に適合した令和５年度版「みえ森林ワークブック」を配布し

ました。 

また、「みえ森林ワークブック」に対応した動画を制作するととも

に、令和６年度版「みえ森林ワークブック」を発行します。 

日時 

令和５年度版ワークブック配布 令和５年７月 

関連動画作成   令和５年８月から令和６年１月まで 

令和６年度版ワークブック発行 令和６年３月 

対象 県内の小学校に通う５年生及び６年生の全ての児童 
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制作した動画の概要 

・「みえ森林ワークブック」に関連する動画 ８本 

 小学生５年生社会 小学生６年生理科 

メイン 

タイトル 

聞いてみよう 

森林を守る人、育てる人のお話 

調べよう 

森林を守る人、育てる人 

サブ 

タイトル① 
森林を育て、守る人々 

～木材生産と木材輸入～ 

森林のはたらき 

「二酸化炭素をたくわえる」 

「きれいな空気をつくる」 

サブ 

タイトル② 

森林のはたらき 

～森林の適正な管理～ 

森林のはたらき 

「動植物のすみかとなる」 

サブ 

タイトル③ 
緑の循環 

～木材利用の大切さ～ 

森林のはたらき 

「水をたくわえる」 

「土を支える」 

サブ 

タイトル④ 

森林を守る取組 

～わたしたちにできること～ 

森林のはたらき 

「風や砂を防ぐ」 

動画撮影の様子 

 

 

 

 

 

 

動画のカットシーン 

 

 

小学 5 年生社会③緑の循環 小学６年生理科④ 

森林のはたらき「風や砂を防ぐ」 

小学 5 年生社会④共通タイトル 小学 5 年生社会①森林を育て、守る人々 
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④ーイ：みえ森づくりサポートセンター運営事業（中間報告） 

担当課：林業研究所 普及・森林教育課 

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：③森を育む人づくり 

 

 

１．事業の目的 

森林教育や森づくり活動に携わる人材の育成を図るとともに、これらの活動

に地域や学校等で取り組みやすい体制を整えることで、「県民全体で森林を支

える社会づくり」を推進します。 

 

２．令和５年度事業の概要 

学校や地域で実施される森林教育や森づくり活動にかかる相談窓口となる

「みえ森づくりサポートセンター」を運営し、森林教育や森づくり活動に対す

る、広域的・総合的なサポートします。 

 

【具体的な取組】 

（１）森林教育指導者や学校関係者を対象とした養成講座の開催 

① 森林教育指導者養成講座【地域講座】 

② 森林教育指導者養成講座【スキルアップ講座】 

③ 学校教職員森林環境教育研修 

（２）森林教育指導者等への活動支援 

① 森のせんせい登録、② 森のせんせい座談会、③ 森の学校 

④ 物品の貸出 

（３）学校現場における森林教育の支援 

① 森林教育出前授業、② 森林教育活動のコーディネート 

（４）森の写真教室及びみえの森フォトコンテストの実施 

① こども森の写真教室 

② 第 10 回みえの森フォトコンテスト 

③ みえの森フォトコンテスト入賞作品展示 

（５）森づくり活動の支援 

① 県民参加の植樹祭、② 森づくり活動支援講座 

（６）森林教育・森づくり活動に関する相談対応 

（７）森林教育・森づくりに関する情報提供 

① 森林教育活動事例集、② 森林づくりニュース 

③ホームページや SNS を活動した情報発信 
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（１）森林教育指導者や学校関係者を対象とした養成講座の開催 

森林教育の推進に向けた指導者養成講座及び学校教育関係者を対象とした

研修を実施しました。 

① 森林教育指導者養成講座【地域講座】：地域の特性に応じた指導者養成講

座を７回実施し、109 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講座名 開催日 開催場所 
募集
人数 

受講
人数 

【四日市地域】 
野外活動安全管理編 

４月 23 日(日) 
四日市市少年自然の家 
（四日市市） 

10 名 12 名 

【伊勢地域】 
知識編 

７月 23 日（日） 
吉田本家山林部の森林 
ヒノキ家研修室（大紀町） 

10 名 12 名 

【伊勢地域】 
森林教育指導者養成編 

８月３日(木) 伊勢市立小俣小学校（伊勢市） 20 名 11 名 

【津地域】 
木育初級編 

８月８日(火) 三重県林業研究所（津市） 10 名 14 名 

【津地域】 
技術編ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾃｰｼｮﾝ 

９月２日(土) 高田短期大学（津市） 10 名 15 名 

【四日市地域】 
自然保育編 

10 月 29 日(日) 
亀山市鈴鹿馬子唄会館、 
鈴鹿峠自然の家（亀山市） 

25 名 29 名 

【熊野地域】 
見学編（流通・加工） 

12 月９日(土) 
熊野原木市場協同組合 
株式会社 nojimoku（熊野市） 

15 名 16 名 

受講者の声 

・クッブを通じて森林教育を広げていきたいです。（８月３日クッブ編） 

・未来の子どもたちが幸せになるため、今、私たちにできることを考えまし

た。五感を刺激し、好奇心、探究心を高めることが大切だと思いました。（8

月 8 日木育初級編） 

・改めて、木の温かさや機能性などを再確認できたので大変役に立ちました。

（８月８日木育初級編） 

・保育の現場をはじめ、様々な立場の参加者とご一緒できてとてもよかったで

す。（９月 2 日技術編インタープリテーション） 

見学編（流通・加工） 知識編 
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② 森林教育指導者養成講座【スキルアップ講座】：森林教育の指導者のスキ

ルアップ講座を３回実施し、23 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講座名 開催日 開催場所 
募集
人数 

受講
人数 

知識編 ６月 25 日（日） 
三重ぴよクエの森（三重県民の森） 
朝明渓谷、砂防学習ゾーン 他 

10 名 10 名 

LEAF ローカルインス
トラクター 

８月 26 日（土） 
８月 27 日（日） 

吉田本家山林部、 
ひのき家２階研修室（大紀町） 

10 名 ９名 

木育中級編 11 月 19 日(日) 松阪市森林公園 10 名 14 名 

受講者の声 

・治山と砂防の本来の目的、なぜ工事をしなければならないのかよく理解でき

た。やはり森林は遠くから見るものではなく自分の足で確かめることが重要と

思った。（６月 25 日知識編受講者） 

・LEAF の森林環境教育を通じて、よりよい選択をする人を育むという内容の

ルートがすっきりしていてわかりやすいと思った。（8 月 26・27 日 LEAF ロー

カルインストラクター編） 

・特に準備物がなくても、その場の自然にあるものを使って、いろんなことが

できることがわかって、とても勉強になりました。（8 月 26・27 日 LEAF ロー

カルインストラクター編） 

・道具の扱い方や危険性、安全に行うための注意点等を教えていただけたのが

とてもよかったです。（11 月 19 日木育中級編） 

 

知識編 木育中級編 
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③ 学校教職員森林環境教育研修：学校での森林教育の取組促進を図るため、

県教育委員会事務局との共催により学校教職員を対象とした研修（１回） 

を実施し、15 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）森林教育指導者等への活動支援 

 ① 森のせんせい登録 

県民やさまざまな主体の参画による森林教育を進めるため、森林教育指導

者の活動内容等の情報を学校や関連施設に提供し、森林教育の場や機会を拡

大することを目的に、森林や自然環境に関する学習の指導者を「森のせんせ

い」として登録しています。 

 

  

講座名 開催日 開催場所 
募集
人数 

受講
人数 

学校教職員森林環境教
育研修 

7 月 28 日（金） 三重大学教育学部 15 名 15 名 

受講者の声 

・校庭の木々の変化を伝えたり、身近な樹木を話題にしたりすることで、児童

が樹木に関心を持つ機会を作っていきたいと感じた。 

・身近で実践できる実習内容であり、授業で活用できそうな研修内容だった。 

 

クスノキの観察 二酸化炭素の固定量の測定 
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② 森の先生座談会 

森のせんせいなど森林教育者のネットワーク構築を目的に、森のせんせ

い座談会を３回予定しており、これまでに２回開催しました。 

対象地域 開催日時 開催会場 備考 

北勢地域 
７月 15 日(土) 

10:00～15:45 

ぎふ木遊館 

TUBAKILAB 
 

中南勢・伊賀

地域(津会場) 

６月 24 日(土) 

10:00～12:00 
三重県林業研究所 ６名 

伊 勢 志 摩 地

域 
２～３月頃予定 ―  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  森の学校 

これから森林教育指導者として活躍する意欲のある森のせんせいが、森林教

育を実践し、経験を積む場として、森林や木について楽しく学べることをテー

マに、森林散策や木工体験等を行う「森の学校」を 21 回予定しており、これ

までに 14 回実施し 492 名が参加しました。 

  

中南勢・伊賀地域対象の座談会 北勢地域対象の座談会 
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【森の学校開催一覧】 

番号 開催場所 開催日 森の学校名 参加者数 

1 イオンモール東員 4 月１日(土) いなべの木でお道具箱と作ろう 32 名 

2 イオンモール東員 4 月２日(日) 
森の木端でウサギやネコを作ろ

う 
36 名 

3 松阪市森林公園 4 月 16 日(日) 
ことりの鳴き声が出せる笛を作

ろう 
73 名 

4 イオンモール四日市北 4 月 22 日(土) 木の木端でロボットを作ろう 28 名 

5 イオンモール四日市北 4 月 23 日(日) 
三重県の木でターナーやカッテ

ィングボードを作ろう 
30 名 

6 みえこどもの城 5 月 20 日(土) 初夏の生き物と自然観察会 40 名 

7 みえこどもの城 5 月 20 日(土) 自然観察とネイチャーゲーム 31 名 

8 みえこどもの城 5 月 20 日(土) スケルトンリーフ作り 24 名 

9 みえこどもの城 5 月 20 日(土) 間伐材でイス作り 25 名 

10 伊賀ぴよクエの森 5 月 28 日(日) バードコールで野帳と遊ぼう 35 名 

11 松阪市森林公園 7 月 9 日(日) ヒノキのポンポン作り 27 名 

12 三重県林業研究所 11 月 26 日(日) マイ箸作り 27 名 

13 三重県林業研究所 11 月 26 日(日) 自然観察 18 名 

14 松阪市森林公園 12 月 10 日(日) ヒノキリボンのポンポン作り 66 名 

 
 
 
 
 

 

  

5 月 20 日 

自然観察とネイチャーゲーム 

７月９日 

ヒノキのポンポン作り 
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④  物品の貸出 

地域における森林教育活動を支援することを目的に森のせんせい、森

づくり活動団体、市町及び県を対象に、森林教育活動や森づくり活動に

必要な物品などを貸し出しています。 

  （貸し出し状況） 

番号 貸出先 貸出物品 貸出期間 用途・イベント等 

１ 森のせんせい クッブ２組 
４ 月 ４ 日 ～

４月 18 日 

安濃交流会館 

HAPPY VOTIGN! 

２ 
三重県立熊野

古道センター 

すべり台１基、もりぼー

る四角枠１組、ジョイン

トマット 36 枚、イベント

用テント１組 

４月 28 日～

５月 10 日 

ゴールデンウィークド

リームフェスタ 2023 

３ 
伊賀市丸柱区

市民センター 
ヘルメット（40 個） 

７月 12 日～

７月 18 日 

森を美しく・士で学ぶ

『もりとつちっこ』体

験活動 

４ 
伊賀上野ぴよ

クエの森 
もりぼー八角１式 

５月 26 日～

７月３日 
伊賀上野ぴよクエの森 

５ 森のせんせい ヘルメット 20 個 
６ 月 ７ 日 ～

６月 13 日 
亀山市関町沓掛 

６ 森のせんせい 

もりぼーる四角１式、

DVD「つかって元気に」

１枚 

８月４日～ 

８月７日 

ザ・オランジェガーデ

ン五十鈴川 

７ 森のせんせい カナヅチ 10 本 
６月 14 日～

６月 14 日 
三重県林業研究所 

８ 
松阪農林事務

所 

子どもフォレスタ―なり

きりセット１式、丸太切

り台３台 

６月 24 日～ 

６月 26 日 
みえこどもの城 

９ 森のせんせい 

子どもフォレスタ―なり

きりセット１式、丸太切

り台１台、もりぼーる四

角１式、四方すべり台１

式、ジョイントマット 36

枚、尾鷲ヒノキ積木２セ

ット 

９月１日～ 

９月４日 
津松菱百貨店 

10 
伊賀上野ぴよ

クエの森 
キッズスペース１式 

７月３日～ 

９月 11 日 
伊賀上野ぴよクエの森 

11 森のせんせい バーニングペン４本 
７月 21 日～

７月 24 日 
亀山市加太中在家 

12 森のせんせい 
ゼットソー４本、丸太切

り台３組 

７月 19 日～

７月 24 日 
鈴鹿市河曲公民館 

13 
津市農林水産

部林業振興課 
森のはたらきパネル１式 

７月 28 日～

７月 31 日 
津市木材処理加工施設 
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14 森のせんせい もりぼーる四角１式 
８ 月 ４ 日 ～

８月７日 

ザ・オランジェガーデ

ン五十鈴川 

15 
森づくり活動

団体 

ヘルメット 20 個、木工用

小刀 10 本、カッターナイ

フ 10 本 

8 月 25 日～ 

８月 28 日 
津市白山町 

16 森のせんせい 

丸太切り台３組、治具７

枚、ゼットソーノコギリ

３本、木工用小刀７本 

8 月 22 日～ 

８月 24 日 
鈴鹿市 

17 森のせんせい 尾鷲ヒノキ積木４組 
８月 16 日～

８月 30 日 

みつよルーム及び津市

白塚公民館 

18 森のせんせい 電熱ペン１本 
８月 31 日～ 

９月 15 日 
みつよルーム 

19 森のせんせい 
もりぼーる四角１式、も

くロック２袋 

10 月 13 日～

10 月 16 日 
森のすみか木木市 

20 森のせんせい 丸太切り台３組 
10 月 6 日～

10 月 13 日 
鈴鹿市深谷公園 

21 森のせんせい ヘルメット 27 個 
10 月 11 日～

10 月 18 日 
企業の森 

22 

農林水産部み

どり共生推進

課 

もりぼーる八角１式、フ

ォトコンテスト入賞作品

８点、森のはたらきパネ

ル１式 

10 月 12 日～

10 月 16 日 

四日市ドーム 

住まいと暮らしの総合

フェア 2023 

23 
松阪農林事務

所 

子どもフォレスタ―なり

きりセット１式 

10 月 27 日～ 

10 月 30 日 
企業の森 

24 森のせんせい 森のはたらきパネル１式 
10 月 26 日～

10 月 30 日 

津市白山町 

まるごと林業体験 

25 
森づくり活動

団体 

もりぼーる四角１式、四

方滑り台１式、ジョイン

トマット 36 枚 

12 月１日～

12 月４日 

伊賀オーガニックフェ

スタ 

26 森のせんせい ヘルメット 26 個 
11 月 16 日～

11 月 28 日 
社有林植樹祭 

27 森のせんせい ハンドマイク 
11 月 15 日～

11 月 16 日 
労働災害集会 
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（３）学校現場における森林教育の支援 

 ① 森林教育出前授業(11 回) 

市町、学校、保育所等における森林教育を支援するため、学校等からの

要望に応じ、指導者の紹介やプログラム提案等を行う、出前授業を 11 回

計画しており、これまでに 10 回実施しました。 

 

市町 開催場所 開催日 内容 

桑名市 陽和幼稚園 11 月 9 日(木) 

・地域が自然豊かであることを知る。 

・五感を使いながら木の作品を作り、木

に親しみを持つ。 

桑名市 
多度青葉小学

校 
11 月 21 日(火) 

・森のはたらきや林業について知る。 

・間伐の丸太切りや木工作体験を通じ、

間伐材の利用について考える。 

桑名市 
深谷教育集会

所 
8 月 30 日(水) 

・森林の役割りや、生活の中でどのよう

に使われているかを知る。 

・木工作体験を通じて、木に親しみ感じ

る。 

桑名市 
ひまわり学童

クラブ 
8 月 25 日(金) 

・森林のはたらき、役割を知る。 

・木のおもちゃで遊ぶ体験を通して、五

感で木の質感を感じ、親しみを持つ。 

四日市市 三重小学校 7 月 28 日(金) 

・木について学び考える。 

・木に触れ五感で感じ、木工体験を通し

て木に親しむ。 

鈴鹿市 庄内小学校 12 月 15 日(金) 

・森林の公益的機能や木を使うことの意

義などを知る。 

・地域材で箸をつくる。 

松阪市 
徳和住民自治

協議会 
8 月 28 日(月) 

・自然の大切さやすばらしさを、工作や

ネイチャーゲームなどを通じて実感す

る。 

多気町 外城田小学校 ７月７日(金) 
・校庭にある樹木の観察を通して、樹木

への関心を高める。 

明和町 上御糸小学校 9 月 25 日(月) 

・上流の森が豊かだと、下流でおいしい

お米が育つことなどから、森林のはたら

きを学ぶ。 

伊勢市 明倫小学校 
1 月 12 日(金) 

（予定） 

・地域の森の形態や林業、森のはたらき、

緑の循環などを学ぶ。 

・間伐材を使った木工体験から木の利用

について考える。 

伊賀市 
伊賀つばさ学

園 
6 月 30 日(金) 

・木の名前や生態、森の中の様子を知り、

命の循環がどのように行われているの

かを学ぶ。 

・木工体験でフォークや木べらなどを制

作する。 

クッブ 
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 ② 森林教育活動のコーディネート 

森林教育活動を希望する市町、学校、保育所等において森林教育が実施さ

れるよう、指導者の紹介やプログラム構築等のコーディネートを行っています。 

  

桑名市立多度青葉小学校 
 
 

子どもたちの声 

・間伐材の皮がきれいに剥けたり、水分をたくさん含んでいることに驚いた。

（6 月 30 日三重県立特別支援学校伊賀つばさ学園中等部） 

・森がおいしい水をつくるということが分かった。（8 月 28 日(月)徳和住民自

治協議会） 

・松ぼっくり、どんぐり、葉っぱなどを使って自分で考えて作るのが楽しかっ

た、（8 月 25 日ひまわり学童クラブ） 

・山を豊かにするには、私にもできることがきっとあるはず。それを考えてみ

たいと思った。（9 月 25 日(月)明和町立上御糸小学校） 

学校関係者の声 

・子どもたちが楽しめるようにクイズをしながらお話していただき、退屈せず

話が聞けてよかった。（7 月 28 日四日市市立三重小学校） 

・深谷の太鼓作りという地域に関する話題にもふれながら森林の話をしていた

だけたのでよかった。（8 月 30 日(水)深谷教育集会所） 

・普段なかなか使うことのないのこぎりを親子で体験でき、とてもよかったで

す。また、木の種類や形によって切れ具合も違うことに気付いている子もたく

さんいてよい経験になりました。（11 月 9 日桑名市立陽和幼稚園） 

 

四日市市三重小学校 
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（４）こども森の写真教室及びみえの森フォトコンテストの実施 

① こども森の写真教室 

カメラを通して森や自然のおもしろさや豊かさを発見してもらうこと

を目的に、8 月 5 日(土)に小中学生とその家族を対象に「こども森の写真

教室」を開催し、５組 12 名の親子が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受講者の声 

・屋内で説明があったあとに、屋外での写真撮影だったので、わかりやす 

かった。 

・自然を観察でき、カメラの楽しさも伝わってきて、とてもよかったです。 

座学の様子 
 
 

屋外での実習の様子 
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② 第 10 回みえの森フォトコンテスト 

写真撮影を通じて森林や木に親しみ、その大切さを知っていいただく

ことを目的に、「三重の森林」をテーマにして「第 10 回みえの森フォトコ

ンテスト」を開催しました。 

（実施概要） 

募集期間：令和５年６月 20 日(火)から 10 月 31 日(火)まで 

募集テーマ：三重の森林 

応募資格：県内在住又は通学・通園（所）等している 18 歳以下の方 

応募作品点数：総数 133 名 280 点 

       小学生以下の部 49 名 85 点 

       中学生以上の部 84 名 195 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ みえの森フォトコンテスト入賞作品展示 

 「三重の森林」をテーマに実施したみえの森フォトコンテストの入賞作

品を、公共施設や商業施設などで展示し、子どもたちの視点で捉えた三重

の森林の姿をたくさんの方に見ていただいています。 

小学生以下の部 最優秀賞 
松阪市立柿野小学校６年 

橋本 英龍 
「木でクライミングを！！」 

 
 

中学生以上の部 最優秀賞 
三重大学教育学部附属中学校２年 

齋田 裕音 
「新緑」 
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（５）森づくり活動の支援 

① 県民参加の植樹祭 

広く県民に呼びかけ、森林を育む意識を醸成し、県民参加の森づく

りを推進することを目的に、11 月 18 日(土)に伊賀市の青山ハーモニ

ー・フォレストにおいて、令和５年度県民参加の植樹祭『自然と人が

調和する植樹祭 in 青山ハーモニー・フォレスト』を開催しました。 

日時：令和５年 11 月 18 日(土)9:00 から 

場所：青山ハーモニー・フォレスト（伊賀市） 

内容：ソメイヨシノ 50 本を植栽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 森づくり活動支援講座 

地域で森づくり活動をさらに活発化するため、安全・安心な活動に

向けた森づくりに関する講習会を開催しました。 

（実施概要） 

参加人数：三重県内で森づくり活動をしている方 ８名 

【座学】 森林作業をする上での安全衛生講習  

５月 13 日(土) ９：00～16：00 三重県林業研究所 

【実技講習(刈払い機)】 

５月 14 日(日) ９：00～12：00 三重県林業研究所 

【実技講習(チェーンソー)】 

５月 14 日(日) 13：00～16：00 三重県林業研究所 

 

 

 

記念植樹 
 
 

一般植樹 
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（６）森林教育・森づくり活動に関する相談対応等 

市町や学校、森林教育指導者（森のせんせい）等からの森林教育や森づくり

活動に関する相談に随時対応し、活動のコーディネートや森林教育に関する情

報収集、普及啓発を行っています。 

 

（７）森林教育・森づくりに関する情報発信 

 ① 森林活動活動事例集の発行 

学校等において、森林教育の導入や取組の参考となるよう、県内で実施

された森林教育活動の取組を取りまとめた事例集を作成し、県内小中学校や

関係機関へ配布する準備をしています。 

 

 ② 森林づくりニュースの発行 

県内における森林教育や森づくり活動に関する季刊誌を４回、それぞれ

2,000 部発行し、市町や森林教育関係施設及び森のせんせいなどに配布する

とともに、その内容をみえ森づくりサポートセンターのホームページに掲載

しています。 

 

③ ホームページや SNS を活用した情報発信 

県内における森林教育や森づくり活動に関する情報や、この事業がみえ

森と緑の県民税を活用して実施されていることを、みえ森づくりサポートセ

ンターのホームページやフェイスブック、インスタグラムを活用して発信し

ています。 

 

 

 

 

実技講習（刈払い機） 
 
 

実技講習（チェンソー） 
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ホームページによる情報発信 

フェイスブックを活用した情報発信 

インスタグラムを活用した情報発信 
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④－ウ：みえ森林教育ステーション整備事業（中間報告） 

担当課：林業研究所 普及・森林教育課 

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：④森と人をつなぐ学びの場づくり 

 

１ 事業の目的 

県民の皆さんがいつでも利用できる森林教育の活動フィールドや木製遊具など

が常設された施設を整備し、森林・林業、木材利用への理解を深め、意識の醸成を

図ることで、「県民全体で森林を支える社会づくり」を推進します。 

 

２ 令和５年度事業の概要 

三重県民の森みえ森林教育ステーションの適正な運営を行うとともに、定期的に

森林教育にかかるイベント等を実施します。 

また、森林教育ステーションの認定及び活用に向けた支援のほか、三重県林業研

究所の野外フィールドを、森林教育活動フィールドとして整備します。 

 

【具体的な取組】 

（１） 三重県民の森みえ森林教育ステーションの運営 

（２） みえ森林教育ステーションの認定と活用支援 

① みえ森林教育ステーションの認定 

② みえ森林教育ステーション活用に向けた支援 

（３） 三重県林業研究所における「みえ森林教育ステーション」の整備 
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（１）三重県民の森みえ森林教育ステーションの運営 

目的 

 三重県民の森みえ森林教育ステーションにおける森林教育や施

設運営、安全管理を適切に行い、利用者に安心安全で快適な環境を

提供し、より多くの利用者への森林・林業、木材利用への理解を深

める森林教育を推進することを目的に、三重県民の森みえ森林教

育ステーションを運営しています。 

期間 令和５年４月１日から令和６年３月 31 日まで 

場所 三重ぴよクエの森（三重県民の森）みえ森林教育ステーション 

対象 
未就学児とその保護者  

利用者数：7,783 名 

内容 

森林教育に関するイベントの開催 

４月 12 日(水)春さんぽ：参加人数 16 名 

４月 14 日(金)春さんぽ：参加人数 12 名 

５月 13 日(土)押し花でメッセージカード作り：参加人数 28 名 

6 月 25 日(日)木の実クラフト：参加人数 30 名 

7 月 12 日(水)夏さんぽ：参加人数４名 

7 月 29 日(土)イモムシの絵本『へんしん』読み聞かせ：参加人数

30 名 

9 月 12 日(火)木の実クラフト：参加人数 30 名 

11 月 19 日(日)秋の絵本ライブ しんちゃんの読み聞かせ：       

参加人数 79 名 

11 月 26 日(日)どんぐりクッキー：参加人数 21 名 

12 月 12 日(火)クリスマス飾りをつくろう：参加人数 20 名 

12 月 13 日(水)クリスマス飾りをつくろう：参加人数 32 名 

 

森林教育イベントの開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）森林教育ステーションの認定と活用支援 

  

 

４月：春さんぽ ７月：読み聞かせ会 
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（２）みえ森林教育ステーションの認定と活用支援 

① 森林教育ステーションの認定 

目的 

 県民の皆さんに森づくりの大切さや木材利用の意義を広く普及

することを目的に、木製玩具や絵本などを通じて、親子で森林や木、

木材の魅力に触れていただける常設型の森林教育施設を「みえ森林

教育ステーション」に認定しています。 

期間 令和５年４月～令和６年３月 

対象 

施設 

みえ森林教育ステーション認定要領第２条より 

（１）県産材を使った遊具又は玩具を常設していること。 

（２）森林や木材に関する書籍や絵本について、未就学児から小学

生までを対象に各年代に対応した書籍を 10 冊以上常設しているこ

と。 

（３）主に未就学児や児童、保護者等の複数名が日常的に利用でき

る空間（以下「森林教育空間」）が確保されていること。 

（４）森林教育空間の広さは、おおむね４㎡以上あり、木製の床で

あること。 

（５）常設の職員を配置し、森林教育活動を積極的に展開する意欲

があること。 

（６）第５条の認定施設の管理者の責務の遂行が見込まれること。 

認定 

状況 

【令和５年度認定施設 ６件（令和 5 年 12 月末現在）】 

認定 No.015 むむむ。（尾鷲市） 

認定 No.016 三重トヨペット株式会社グリーンテラス亀山店 

認定 No.017 三重スバル自動車株式会社 四日市店 

認定 No.018 三重スバル自動車株式会社松阪店 

認定 No.019 津市芸濃子育て支援センター（げいのうわんぱーく） 

認定 No.020 鈴鹿市子育て支援センターりんりん 

（認定手続き中）みえ尾鷲海洋深層水アクアステーション 

（認定手続き中）川越町つばめ児童館 

（認定手続き中）川越町おひさま児童館 

（認定手続き中）松阪市子育て支援センター ふれんず 

（認定手続き中）松阪市子育て支援センター 森のくまさん 

（認定手続き中）松阪市子育て支援センター げんきっこ 

（認定手続き中）松阪市子育て支援センター かんがるー 

（認定手続き中）松阪市子育て支援ルーム やまっこ 

（認定手続き中）度会町地域交流センター 

 

  

54

資料４



 

令和５年度 認定施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 林教育ステーションの活用に向けた支援 

目的 
 みえ森林教育ステーションの認定を受けようとする施設の整備

に必要な物品の一部を支援しています。 

期間 令和５年４月～令和６年３月 

支援施

設数 
令和５年度支援数 ６施設（令和５年 12 月末現在） 

対象 

資材 

みえ森林教育ステーション整備支援事業実施要領第４条より 

（１）県産材の積み木（※可能な限り地域産材とする。） １セット 

（２）木製タイル ５㎡程度 

（３）木製玩具 （※５点までとする。） 

（４）森や木に関する書籍や絵本 １０冊程度 

 

令和５年度に支援した森林教育関連物品の設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 むむむ。（尾鷲市） 鈴鹿市子育て支援センター りんりん 

三重トヨペット株式会社グリーンテラス亀山店 げいのうわんぱーく（津市） 
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（３）三重県林業研究所における「みえ森林教育ステーション」の整備 

目的 

みえ森林教育ビジョンに基づき、子どもから大人まで誰もが森

林や木、木材に親しみ、自ら考え、判断して行動できる人に育つこ

とを促す森林教育活動を展開するため、三重県林業研究所の樹木

図鑑園及び緑化見本園をみえ森林教育ステーションとして整備し

ます。 

時期 令和６年３月 

場所 三重県林業研究所 樹木図鑑園及び緑化見本園 

内容 
・令和４年度に実施した樹木図鑑園及び緑化見本園の現地調査を

基に、森林教育に活用できるフィールドとして整備します。 
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⑤：生物多様性推進事業 

担当課：みどり共生推進課   

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：⑤地域の身近な水や緑の環境づくり 

 

１ 事業の目的 

 活動団体や県民・事業者・行政などが連携して取り組む生物多様性の重要性に

関する普及啓発や自然環境保全活動を推進し、県民みんなで森林生態系等の生物

多様性の保全が図られる体制づくりを行うことで、森・川・海のつながりを意識

した森林や緑、水辺環境を守り、生物多様性の保全を図ります。 

 

２ 事業の必要性 

県では、これまで、地域の特性を踏まえた生物多様性の保全を進めるための地

域戦略である「みえ生物多様性推進プラン」の取組方針に沿って、生物多様性に

関する理解の促進を図るとともに、県民による地域の自然を守る保全活動など、

地域と連携した取組を進めてきました。 

その結果、自然環境の保全に取り組む活動団体数や希少種等の保全活動実施数

が増加するなど、一定の成果が得られました。 

一方で、近年、大規模な自然地の開発が増加しているほか、管理不足の里山等

の増加、外来生物の増加など、森林生態系の置かれている現況は依然として厳し

い状況にあります。 

そのため、これまでの取り組みをさらに進めるとともに、今後は様々な主体と

協力しながら生物多様性の保全に取り組んでいく必要があります。 

 

３ 事業の内容 

県内各地における自然環境に関する保全活動の活発化や開発事業に対する環境

配慮の促進のためには、県民や事業者の生物多様性についての正しい理解が不可

欠です。そのためには自然環境や野生動植物に関する情報やデータベースが必要

であり、希少動植物の情報などを取りまとめた「三重県レッドデータブック２０

１５」がその基礎資料として広く活用されています。しかし、この「三重県レッ

ドデータブック２０１５」は発行から８年が経過しており、近年では森林及び里

山地域での太陽光発電施設等の開発が増加していることから、内容に現状との乖

離が生じていると思われます。レッドデータブックが将来にわたり基礎資料とし

ての精度を維持していくには、野生動植物の生息状況の変化等を踏まえた一定期

間ごとの見直しが必要です。 

そこで、レッドデータブックの改訂に向けて、評価が必要な種の生息状況調査、”
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絶滅のおそれ”の評価（レッドリスト作成）を行います。また、県民への生物多様

性やレッドデータブックについての普及啓発のため、自然観察会等を行います。 

引き続き、自然環境保全活動の支援として、自然環境保全団体への専門家派遣

や合同での調査・保全活動を行います。 

 

４ 令和５年度生物多様性推進事業の進捗状況 

（１）野生生物の生息状況調査 

 生物多様性推進施策に必要な野生動植物種の基礎情報を把握するため、野生鳥

類（ガン類、カモ類、ハクチョウ類、カワウ）の生息状況調査を実施します。（１

月以降実施予定） 

 

（２）希少種評価対象リストの作成・調査 

 「三重県レッドデータブック２０１５」の改訂に向けて、業務委託により、評

価対象種の生息状況調査、レッドリストの作成を進めています。 

図．希少種評価対象リストの例 

写真．三重県レッドデータブック２０１５  写真．篠立の風穴での調査の様子 
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（３）自然環境保全活動の支援 

 生物多様性保全活動について、専門家の派遣を行うなどにより支援を行いまし

た。（表１参照） 

 

表１．自然環境保全活動の実施状況 

 

 

写真．保全活動の実施状況（ウシモツゴ）   写真．捕獲されたウシモツゴ 

対 象 種 活 動 時

期 

実 施 内 容 

マメナシ 令 和 ５ 年

４月 

保全活動団体、専門家とともに調査および保全活動を行った。 

ギフチョウ 令 和 ５ 年

４月 

保全活動団体とともに調査を行った。 

マイヅルテンナ

ンショウ 

令 和 ５ 年

６月 

保全活動団体、専門家とともに調査を行った。 

アゼオトギリ 令 和 ５ 年

６月 
保全活動団体、専門家とともに保全活動を行った。 

ウシモツゴ 令和５年 8

月 
保全活動団体、専門家とともに調査および保全活動を行った。 

ため池の外来種 令 和 ５ 年

１0月 
保全活動団体とともに駆除活動を行った。 

59

資料４



 

森林とふれあう自然公園環境整備事業  

令和５年１２月末現在 

１．事業の目的 

 地域の活動団体や市町等と連携し、自然公園や森林公園を活用した森林教

育のイベントやガイドツアーなどの推進と、自然公園や森林公園にある歩道

等の施設整備を行うことにより、県民が森林や緑と親しむ機会を創出し、身

近な緑や水辺の環境と県民との関係を深めます。 

 

２．令和５年度事業進捗 

 １）森林にふれあう活動の推進 

県民が森林とふれあう機会を増大するため、県内にある自然公園内の園地

や歩道、森林公園を活用して自然観察ツアーや森林教育イベントを行い、豊

かな生態系の観察や森林のはたらきを伝えると共に、一人ひとりが健やかな

森林を次世代に引き継ぐ大切さを感じることができる「県民全体で森林を支

える社会づくり」のための自然教育と施設整備を行いました。 

 

◆自然公園・自然歩道での取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然観察ツアー  

ツアーガイドからの説明状況  

自然観察ツアー  

ツアーガイドからの説明状況  

自然観察ツアー  

サイクリングツアーの状況  

自然観察ツアー  

ウォーキングツアーの状況  
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 ◆大杉谷登山歩道での取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

ガイドからの説明状況（森林教育）  

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

ガイドからの説明状況（森林教育）  

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

参加者による歩道の整備状況  

 

森林教育イベント（植樹体験）  

参加者による植樹状況  

（自然環境保全活動）  

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

参加者によるゴミ拾い作業状況  

（自然環境保全活動）  

 

森林教育イベント（植樹体験）  

参加者による植樹状況  

（自然環境保全活動）  
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３．『みえ森と緑の県民税』による取り組みであることの周知方法  

・自然観察ツアーや森林教育イベント（以下、イベントという。）の募集チラ

シや自然公園内での活動ポスター等に、『みえ森と緑の県民税』を活用して

いることが分かるように周知を行っています。 

・イベントの参加者に対して、『みえ森と緑の県民税』のパンフレットなどの

配布を行い、開催時の最初に参加者に対して、『みえ森と緑の県民税』の目

的や認知度確認、並びに参加しているイベントが『みえ森と緑の県民税』の

取り組みのひとつであることの周知を行っています。 

・イベント開催中は、『みえ森と緑の県民税』によるイベントであることが分

かるように『のぼり旗』を設置し、イベント参加者以外の方々にもＰＲを行

っています。 

・植樹活動などが行われた箇所には、『みえ森と緑の県民税』を活用して行わ

れたことが分かるように看板などを設置しています。 

・ホームページやＳＮＳなどを活用してイベントの状況を掲載しています。 

 

 

令和５年12月末日　現在

自然公園名 自然公園施設名 実施場所 実施日 参加人数 内容

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 伊勢市 6月10日 ６名 自然観察と文化歴史ツアー（斎宮への道）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 南伊勢町 7月15日 ７名 自然観察ツアー（南伊勢町南海展望台ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 伊勢市 9月16日 11名 自然観察ツアー（二見音無山と神前海岸ウォーキング

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 10月9日 12名
自然観察ツアー（答志島ウォーキング）海女さんふれあい体験
ツアー

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 10月21日 11名 自然観察ツアー（神島ウォーキング）潮騒の舞台と自然観察

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市、志摩市 11月11日 5名 自然観察ツアー（鳥羽市青峯山ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 11月18日 ６名 森林教育イベント（クラフト体験教室）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 11月19日 18名 森林教育イベント（クラフト体験教室）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 志摩市 11月26日 ２名 自然観察ツアー（浜島ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 南伊勢町 12月10日 11名 自然観察ツアー（南伊勢町鵜倉半島ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 志摩市
（予定）
1月7日

（見込）
10名程度

自然観察ツアー（安乗崎灯台ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 伊勢市
（予定）
2月3日

（見込）
10名程度

自然観察ツアー（神宮への道　桜の渡しウォーキング）

吉野熊野国立公園 大杉谷登山歩道 大台町 7月15日 ７名 自然観察ツアー（トレッキング）

〃 〃 〃 10月17日～18日 ７名 自然観察ツアーとボランティア整備（歩道整備とごみ拾い）

鈴鹿国定公園 御在所岳園地 菰野町 9月16日 41名 森林教育イベント（植樹体験：自然環境保全活動）

吉野熊野国立公園
奥伊勢宮川峡県立自然公園

大杉谷登山歩道
大杉谷自然の家

大台町 11月26日 18名 森林教育イベント（森林と水のサイクリングツアー）

森林教育実績及び予定
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◆イベント開催募集チラシでの周知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆イベント開催中での周知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施設整備を行った箇所の周知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント開催中での周知状況  

「みえ森と緑の県民税」のぼり旗の設置  

自然環境保全活動を行った箇所の周知状況  

「みえ森と緑の県民税」の看板を設置  

チラシでの周知状況  

活動目的やロゴマークなどを記載  
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◆ホームページ、SNS による周知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ、 SNS による周知状況  

SNS による周知状況  

（大杉谷登山センターインスタグラム、  

大杉谷自然学校 HP より）  
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 流 域 防災 機能 強 化対 策事 業 

県が実施する災害緩衝林整備事業の整備範囲の森林

と一体的に整備する区域、環境林、特定水源地域 
県が行う災害緩衝林整備事業に準じた森林整備 

流域の防災機能を強化するため、面的な森林整備に県と市町が連携して取り組むことで、森林が有する土砂

流出防止等の公益的機能の高度発揮を図り、「災害に強い森林づくり」を推進します。 

災害緩衝林整備事業の整備区域 

（整備前） 

＜事業対象区域＞ ＜事業の内容＞ 

（整備後） 

災害緩衝林整備事業の整備区域 

整備後のイメージ 
森林整備の実施により、根系や下層植生が発達 

流域防災機能強化対策事業の整備区域 

＜整備のイメージ＞ 

流域防災機能強化対策事業の整備区域 

流域全体の防災機能を強化 

整備前のイメージ 
根系や下層植生の発達が不十分 

65

資料４



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域の防災機能を強化するため、獣害対策に県と市町が連携して取り組むことで、森林が有する土砂流出防

止等の公益的機能の高度発揮を図り、「災害に強い森林づくり」を推進します。 

獣害防止施設等整備 

〇市町村森林整備計画において指定された鳥獣害

防止森林区域内において、森林所有者等が行う獣害

防止施設等の設置や補修に対して支援 

 

〇支援した箇所においては、森林所有者等が施設の

定期的な点検や更新状況の確認を実施 

＜事業の内容＞ 

防護柵設置のイメージ 

ニホンジカの捕獲等 

 森 林 再 生 力 強 化 対 策 事 業 

〇鳥獣害防止森林区域内における獣害防止施設等

の整備箇所周辺において、ICT 等の新たな技術を用

いた捕獲をモデル的に実施する市町に対して支援 

 

〇市町は、ICT 等の新たな技術を用いることによる

見回り作業の省力化や効果的な捕獲に関する検証

を実施 

＜事業の内容＞ 

的確な獣害防止対策の実施 

捕獲のイメージ 
自動撮影カメラによる遠隔監視 

効果的な捕獲による被害軽減 

植栽地の確実な更新 
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R5.12.31現在

事業量
（計画）

進捗
事業量
（計画）

進捗
事業量
（計画）

進捗

津市 80.00ha
実施中
未契約70.00ha
契約済10.00ha

6,999m
実施中
補助済6,999m

松阪市 12.57ha
実施中
契約済12.57ha

11,969m 実施中

多気町 13.67ha
実施中
契約済13.67ha

1,306m 実施中

大台町 130.56ha
実施中
契約済130.56ha

6,848m 実施中

度会町 30.50ha
実施中
未契約20.26ha
契約済10.24ha

大紀町 14.00ha 契約済14.00ha 1,230m 実施中

志摩市 8.13ha
実施中
契約済8.13ha

伊賀市 126.85ha
実施中
契約済126.85ha

名張市 8.50ha
実施中
契約済8.50ha

紀北町 14.69ha
実施中
契約済14.69ha

3,745m
実施中
補助済1,177m

熊野市 7.10ha 実施中 4,258m 実施中

紀宝町 4.00ha 実施中

計 450.57ha 契約済349.21ha 36,355m 補助済8,176m

令和５年度　みえ森と緑の県民税市町交付金事業（連携枠）の進捗状況

市町

流域防災機能強化対策事業
森林再生力強化対策事業
（獣害防止施設等整備）

森林再生力強化対策事業
（ニホンジカの捕獲等）
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多気町

名張市

令和５年度流域防災機能強化対策事業
実施状況

整備前 整備後

整備前 整備後

令和５年度流域防災機能強化対策事業
実施状況
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松阪市

令和５年度森林再生力強化対策事業
実施状況

獣害防止施設設置状況 獣害防止施設設置状況
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＜事業の目的＞ 

 

   

 

 

＜事業の対象＞ 

 

 

 

＜事業の内容＞ 

 ライフライン事業者、市町及び県が連携して、台風などの倒木被害によりライフラインを寸

断する恐れのある樹木の事前伐採に取り組む事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害からライフラインを守る事前伐採事業 

○伐採調査：事業の対象となる箇所において、伐採施工前に実施する調査等 

 ア 伐採施工範囲や伐採本数にかかる現地調査 

 イ 伐採対象木の所有者の明確化及び承諾交渉 

 ウ 図面及び設計根拠資料の作成 

 エ その他、知事が必要と認めた事項 

○伐採施工：事業の対象となる箇所における以下の作業 

 ア 台風等の倒木被害により、ライフラインを寸断する恐れのある樹木等の伐採・除去 

 イ 伐採木の造材・集積及び処理 

 ウ 伐採後の植栽及び獣害防止施設等の整備 

   （ただし、樹高等によりライフラインに影響を与えない樹種に限る） 

○森林法第２条に定義する森林 

○台風等の倒木被害により、ライフラインを寸断させる恐れのある樹木 

配電線の倒木被害例 

事業実施前 事業実施後 

台風などの倒木被害によりライフラインを寸断する恐れのある樹木の事前伐採に取り組

むことで、県民の安全・安心な生活環境を守る森林づくりを推進します。 
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Ｒ5.12.31現在

市町
事業量

（見込み）
事業費（円） 内防災枠（円） 進捗

四日市市 151本 13,000,000 3,250,000
三者協定済
実施中

鈴鹿市 43本 3,589,300 897,325
三者協定済
事業完了

菰野町 20本 1,600,000 400,000
三者協定済
実施中

津市 137本 10,190,278 2,547,569
三者協定済
実施中

松阪市 1,000本 20,200,000 5,000,000
三者協定済
実施中

多気町 114本 2,887,500 700,000
三者協定済
事業完了

大台町 741本 29,000,000 7,250,000
三者協定済
実施中

鳥羽市 80本 4,400,000 1,100,000
三者協定済
実施中

度会町 525本 3,904,367 976,000
三者協定済
事業完了

名張市 300本 4,000,000 1,000,000
三者協定済
実施中

計 3,111本 92,771,445 23,120,894

令和５年度　みえ森と緑の県民税市町交付金事業（防災枠）の進捗状況
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鈴鹿市

度会町

令和５年度災害からライフラインを守る事前伐採
実施状況

実施前 実施後

実施前 実施後
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大台町

令和５年度災害からライフラインを守る事前伐採
実施状況

県民税ＰＲ（事業実施中　多気町）

県民税ＰＲ（インスタグラム　度会町）

実施前 実施後
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⑦－ウ みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 

 

担当課：みどり共生推進課 

 

基本方針：１、２ 

対策区分：１，２，３，４，５ 

 

１ 事業の目的 

 森林所有者や事業者、森林づくりに取り組む団体等と主体的に接点を持ちなが

らパートナーシップを築き、地域の森林づくりのリード役となる市町が、市町交

付金を活用することで、地域の実情に応じて創意工夫して森林づくり等の施策を

展開します。 

 

２ 事業概要 

１市町当たり 500 万円の均等配分と、森林面積配分、人口配分の３つの配分方

法を組み合わせた「基本枠交付金」と、森林面積が 100ha 未満または森林率が

10%未満である市町からの申請に基づき、５年間の累計申請上限額 1,000 万円と

する「加算枠交付金」を交付します。 

この交付金を財源に、市町は、事業実施の３原則を満たし、森林環境譲与税と

目的・使途を区分したうえで、森林づくり等の施策を展開します。 
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令和５年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業

みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　対策区分別一覧（基金活用額を含む）

H26～H30 R１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ5
H26

～H30
R１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

1
土砂や流木を出さない森

林づくり
49,866,157 17,001,600 9,977,537 31,152,636 42,972,389 34,281,000 14 3 3 3 4 4

2
暮らしに身近な森林づく

り
635,878,895 164,386,151 146,755,195 153,531,279 205,267,004 208,569,300 141 35 39 47 50 50

3 森を育む人づくり 423,275,715 20,339,323 21,463,756 22,786,619 22,777,092 30,137,060 158 25 24 27 30 32

4
森と人をつなぐ学びの場

づくり
1,168,678,649 114,201,787 59,197,482 61,959,298 114,357,591 145,448,341 155 22 24 25 24 35

5
地域の身近な水や緑の環

境づくり
207,975,329 30,293,430 47,207,723 59,477,795 33,807,500 93,323,667 54 13 17 20 14 14

合計 2,485,674,745 346,222,291 284,601,693 328,907,627 419,181,576 511,759,368 522 98 107 122 122 135

対策

区分
対策内容

活用額（円） 事業数（事業）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26～H30

R１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ5

対策区分別事業費割合（％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

～H30

R１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

対策区分別事業数割合（％）

2.0% 25.6% 17.1% 47.0% 8.7%

4.9% 47.5% 5.9% 33.0% 8.6%

3.5% 51.6% 7.5% 20.8% 16.6%

2.7% 27.0% 30.3% 29.7% 10.3%

3.1% 35.7% 25.5% 22.4% 13.3%

2.8% 36.4% 22.4% 22.4% 15.9%

■対策区分１ ■対策区分２ ■対策区分３ ■対策区分４ ■対策区分５

■対策区分１ ■対策区分２ ■対策区分３ ■対策区分４ ■対策区分５

2.5% 38.5% 22.1% 20.5% 16.4%

9.5% 46.7% 6.9% 18.8% 18.1%

10.2% 49.0% 5.4% 27.3% 8.1%

3.3% 41.0% 24.6% 19.7% 11.4%

6.7% 40.8% 5.9% 28.4% 18.2%

3.0% 37.0% 23.7% 25.9% 10.4%
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令和５年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別一覧

【四日市市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 都市公園危険木処理事業 5,000,000 市が実施する、都市公園の危険木の伐採等 実施中

2 危険木等除去支援事業 1,000,000 自治会等が実施する、道路沿いの危険木の伐採等に対する支援 実施中

2 里山・竹林環境保全支援事業 3,000,000 自治会等が実施する、里山や竹林の整備に対する支援 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 3,250,000
市が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
実施中

4 市民活動センター運営事業 4,987,000 市が実施する、市民センターへの木製備品（下足棚等）の導入 実施中

4 一般備品整備事業（小学校） 1,044,000 8,460,000 市が実施する、小学校図書室への木製備品（机、椅子）の導入 実施中

4 一般備品整備事業（中学校） 5,620,000 348,691 市が実施する、中学校図書室への木製備品（机、椅子）の導入 実施中

23,901,000 8,808,691

【桑名市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

5 播磨２号緑地里山整備事業 534,000 市が実施する、里山の散策路整備等 実施中

5
多度山ハイキングコース安全性・快適性向

上事業
11,644,000 29,184,959 市が実施する、多度山ハイキングコースの整備 実施中

12,178,000 29,184,959

【鈴鹿市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 暮らしを守る森林保全事業 1,170,000 市が実施する、海岸林や人家周辺の病害虫被害木の伐採と樹幹注入 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 966,000
市が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
完了

3 森林環境教育支援事業 200,000 市民団体が実施する、森林教育活動への支援 未着手

3 緑に親しむ記念樹贈呈事業 539,000 市が実施する、植木まつり会場での記念樹配布とアンケート調査 完了

3 森と緑の生涯学習講座 770,000 市が実施する、公民館での「森と緑の生涯学習講座」の開催 実施中

3 里山保全ボランティア育成事業 300,000 市が実施する、里山保全を担う人材の育成 実施中

4
公立保育所及び公立幼稚園棚等設置及び木

育推進事業
14,960,600 市が実施する、保育所や幼稚園への木製備品（下駄箱、棚）の導入 実施中

4
子育て支援センターりんりん木製玩具及び

木製備品設置事業
4,834,000 1,290,000 市が実施する、子育て支援センターへの木製玩具や木製備品の導入 実施中

4
児童センター等木製品設置及び森林環境教

育推進事業
4,730,000

市が実施する、児童センターへの木製玩具・遊具や木製備品の導入

と木工教室の開催
実施中

5
ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補

助事業
2,680,000

地域が実施する、天然記念物や地域緑化のシンボルとなっている樹

木の診断及び治療等に対する支援
実施中

5
緑と人を育む　長太の大楠再生プロジェク

ト
1,320,000

市が実施する、地域緑化のシンボルツリーである長太の大楠の治療

等
実施中

17,509,000 16,250,600

四日市市計

桑名市計

鈴鹿市計
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【亀山市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2
集落周辺の森林整備事業（危険木等の伐

採）
2,000,000 市が実施する、公共施設周辺や道路上の危険木の伐採等 実施中

3 森と木材のふれあい事業（森の講座） 281,000 919,000 市が実施する、森の講座の開催 完了

3
森と木材のふれあい事業（森林づくり協議

会）
1,000,000 協議会が実施する、イベントや講座の開催に対する支援 実施中

4 森と木材のふれあい事業（木とふれあう） 1,968,000 1,000
市が実施する、幼稚園・保育園等における木製遊具の組立イベント

と木製遊具の導入
実施中

4
森林環境教育・木育が行える場の整備事業

（森林公園やまびこ）
500,000 市が実施する、森林公園の八橋の補修 完了

4
森林環境教育・木育が行える場の整備事業

（総合保健福祉センターあいあい）
3,000,000 市が実施する、総合保健福祉センター広場への東屋とベンチの設置 実施中

4
森林環境教育・木育が行える場の整備事業

（亀山幼稚園、井田川幼稚園、みずほ台幼
2,700,000 市が実施する、幼稚園への木製キッズハウスの設置 完了

11,449,000 920,000

【いなべ市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 危険木の除去事業 3,784,000 自治会が実施する、人家裏や通学路沿いの危険木の伐採等への支援 実施中

2 里山竹林環境保全支援事業 3,500,000 活動団体等が自主的に実施する、里山や竹林整備に対する支援 実施中

2 鳥獣害につよい森林整備事業 2,000,000 市が実施する、町獣害防止を目的とした森林整備 実施中

3 中学校卒業記念品配布事業 917,950
市が実施する、市産材で作成した記念品（箸）の中学校卒業生への

配布
実施中

3 森林環境教育支援事業 200,000 市が実施する、小学生を対象とした森林教育 実施中

5 自然環境保全事業 792,050 市が実施する、自然環境保全に向けた教室の開催 実施中

11,194,000 0

【木曽岬町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

3 森林環境教育事業 1,182,450 町が実施する、中学生を対象とした自然体験学習 完了

2 暮らしを守る緑保全事業 4,184,550 3,573,298
町が実施する、クビアカツヤカミキリによる被害から桜並木を保全

するための取組
実施中

5,367,000 3,573,298

【東員町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 危険木伐倒等業務 10,600,000 1,420,000 町が実施する、人家裏や通学路沿いの危険木の伐採等 実施中

3 森林教育授業 85,000 町が実施する、小学生を対象とした森林教育 完了

4 公共施設等の備品等購入 350,000 町が実施する、公共施設等への木製備品の導入 完了

11,035,000 1,420,000

亀山市計

いなべ市計

木曽岬町計

東員町計
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【菰野町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 病虫害被害木伐採搬出事業 4,000,000 土地所有者等が実施する、病害虫による被害木の伐採等への支援 実施中

2 危険樹木伐採事業 400,000
町が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
未着手

2 シデコブシ群生地周辺林地整備 5,037,775 町が実施する、シデコブシ群生地周辺での森林整備 実施中

4 幼児期から木に親しむ木育推進事業 519,225 1,580,775 町が実施する、幼保園における木製遊具の導入 実施中

4 保育所等木製遊具購入補助事業 3,000,000 市立保育所が実施する、木製遊具の導入への支援 実施中

8,957,000 5,580,775

【朝日町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2
里山・竹林環境保全支援事業（あさひ竹プ

ロジェクト）
650,000 活動団体が実施する、里山や竹林整備に対する支援 実施中

3
森林環境教育事業（あさひ竹プロジェク

ト）
3,202,000 142,000 町が実施する、竹を活用したさまざまなイベントの開催 実施中

4
森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一

体化施設）
1,800,000 町が実施する、幼保一体化施設の芝生の維持管理 実施中

5 教育文化施設ビオトープ再生整備事業 10,000,000 3,060,892 町が実施する、教育文化施設内におけるビオトープの再生整備 実施中

15,652,000 3,202,892

【川越町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

3 川越中学校自然教室 1,356,000 町が実施する、川越中学校の１年生を対象とした自然教室 完了

3 川越北小学校自然教室 665,000 町が実施する、川越北小学校の５年生を対象とした自然教室 完了

3 川越南小学校自然教室 492,000 町が実施する、川越南小学校の５年生を対象とした自然教室 完了

4 川越北小学校図書室棚購入 891,000 町が実施する、小学校の図書室への木製書架の導入 完了

4 川越町ボランティア施設（仮称）建設工事 2,461,000 町が実施する、ボランティア施設の一部木質化 実施中

5,865,000 0

【津市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

1 津市林地残材搬出促進事業 27,761,000 事業体等が実施する、未利用間伐材の搬出に対する支援 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 3,000,000
市が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
実施中

3 津市森林環境教育事業 500,000
市が実施する、「夏休み森と緑の親子塾」と「まるごと林業体験」

の開催
完了

3 美里水源の森「林業体験」事業 250,000 地元協議会が実施する、美里水源の森における林業体験への支援 実施中

4
子育て支援センターにおける木育環境整備

事業
453,000 市が実施する、子育て支援施設における木製遊具等の導入 完了

4
コミュニティ施設における木育環境整備事

業
1,564,000 市が実施する、コミュニティ施設の内装木質化 実施中

33,528,000 0

菰野町計

朝日町計

川越町計

津市計
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【松阪市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 里山の森林安全安心対策事業 12,691,000 市が実施する、集落や公共施設周辺の危険木の伐採等 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 5,000,000
市が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
実施中

3 森林環境学習事業 2,900,000 市が実施する、小学生の一部木質化と森林教育活動 完了

3 松阪の木魅力発信活動事業 300,000 活動団体が実施する、高校での森林教育と木工製品作製への支援 実施中

4 保育園木育推進事業 2,000,000
市が実施する、保育園における木製備品の導入と木育絵本の読み聞

かせ
実施中

5 都市公園整備事業 4,000,000 市が実施する、都市公園内への東屋の設置 実施中

26,891,000 0

【多気町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 里山環境保全支援事業 97,000 自治会等が実施する、里山の整備に対する支援 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 700,000
町が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
完了

3 木とふれあう教育支援事業 375,000 町が実施する、小学校における木工体験と森林教育 実施中

4 木とふれあう環境づくり事業 6,463,000 3,979,800 町が実施する、小学校や保育園などへの木製備品の導入 実施中

7,635,000 3,979,800

【明和町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 松林整備事業 1,300,000 町が実施する、海岸沿いの松林における病害虫被害木の伐採等 実施中

2 危険木除去事業 600,000 町が実施する、集落周辺の危険木の伐採 実施中

4 学校木製備品購入事業 4,512,000 町が実施する、小学校における木製机・椅子の導入 実施中

4 木製ブース設置事業 800,000 町が実施する、イベント等で使用する木製ブースの導入 完了

5 木造施設設置事業 1,700,000 町が実施する、手洗い場の整備 実施中

8,912,000 0

【大台町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 7,250,000
町が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
実施中

2 集落周辺等危険木伐採事業 5,610,000 町が実施する、集落周辺や人家裏の危険木の伐採等 完了

3 森林環境教育事業 1,100,000
町が実施する、地元高校生によるキノコ栽培の体験学習や森林利用

に関して学ぶ機会の創出
実施中

13,960,000 0

【伊勢市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 森林整備事業   15,658,000 726,000
市が実施する、海岸沿いの松林における病害虫被害木の伐採、地上

散布、樹幹注入等
実施中

2 危険木伐採事業 1,875,835 市が実施する、人家周辺等の危険木伐採 未着手

  15,658,000     2,601,835

松阪市計

多気町計

明和町計

大台町計

伊勢市計
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【鳥羽市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 危険木伐採事業 3,842,000 1,518,100 市が実施する、市民生活に支障をきたす恐れがある危険木の伐採 実施中

2 危険木伐採事業費補助金事業 4,500,000 150,000 自治会等が実施する、危険木の伐採に対する支援 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 1,000,000
市が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
実施中

8,342,000 2,668,100

【志摩市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 災害に強い森林づくり事業 6,491,000    市が実施する、道路沿いの危険木の伐採 実施中

2 松くい虫防除事業 628,000       
市が実施する、松林公園や景勝地の松枯れや蔓延を防ぐための被害

木伐採等
実施中

3 森と緑ふれあい事業 470,000       市が実施する、森林体験学習 実施中

4 阿児ふるさと公園　東屋設置事業 3,000,000    市が実施する、阿児ふるさと公園で東屋の設置 実施中

10,589,000  0

【玉城町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

3 森林環境教育・木育事業 506,000       町が実施する、保育所や小学校での森林教育 実施中

4 公共施設整備事業 1,931,000    3,719,000 町が実施する、小学校図書室の内装木質化 完了

4 公共施設用備品整備事業 3,838,000    町が実施する、公共施設における木製品の導入 実施中

6,275,000    3,719,000

【度会町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

1 流倒木撤去事業 990,000       町が実施する、渓流沿いの流倒木の伐採・除去 未着手

2 危険木伐採事業 265,000       1,086,000 町が実施する、生活道路及び通学路沿いの危険木の伐採 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 1,000,000    
町が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
完了

3 森林環境教育推進事業 806,000       町が実施する、森林教育の実施 実施中

4 県産材を活用した木製備品整備事業 5,852,000    町が実施する、保育所等への木製備品の導入 実施中

8,913,000    1,086,000    

【大紀町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

1 渓流倒木等処理事業 4,000,000    町が実施する、山間部渓流沿い等の倒木や流木の除去 実施中

2 生活環境林整備事業 4,000,000    町が実施する、公共施設や通学路沿い等の危険木の伐採 実施中

2 水道水源林町有林化事業 3,643,000    18,025,765 町が実施する、水道水源林の町有化 実施中

11,643,000  18,025,765

玉城町計

度会町計

大紀町計

鳥羽市計

志摩市計
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【南伊勢町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 危険木除去事業 7,043,000    町が実施する、公共施設周辺等の危険木除去 実施中

3 森林環境教育事業 944,000       町が実施する、小中学校における森林教育 未着手

4 保育園木製備品購入事業 3,854,000    町が実施する、保育園への木製備品の導入 実施中

11,841,000  0

【名張市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 危険木伐採事業 6,093,000 市が実施する、公共施設周辺及び通学路等の危険木の伐採 実施中

2 未利用間伐材バイオマス利用推進事業 600,000 森林所有者等が実施する、未利用間伐材の搬出に対する支援 実施中

2 人家裏危険木伐採事業 1,800,000 地域住民等が実施する、人家裏の危険木の伐採に対する支援 実施中

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業 1,000,000
市が実施する、倒木被害により電力などのライフラインを寸断する

恐れのある樹木の事前伐採
未着手

3 森林環境教育推進事業 100,000 地域協議会が実施する、小学校における森林教育に対する支援 実施中

4 学校林整備事業 900,000 活動団体が実施する、学校林における広場等の整備に対する支援 実施中

4
屋外体育施設における木製ベンチ等設置事

業
153,000 市が実施する、屋外体育施設への木製ベンチ等の導入 実施中

5 森林公園等環境活用整備事業 640,000 地域協議会等が実施する、森林公園等の整備に対する支援 実施中

5 桜並木保全管理事業 300,000 活動団体が実施する、桜並木保全活動に対する支援 未着手

11,586,000 0

【伊賀市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 みんなの里山整備活動推進事業 7,571,000 自治会等が実施する、集落周辺の里山や竹林の整備に対する支援 実施中

2 未利用間伐材バイオマス利用推進事業 5,100,000 森林所有者等が実施する、未利用間伐材の搬出に対する支援 実施中

3 木づかい木育推進事業 3,042,000
市が実施する、出生児及び小学５年生を対象とした木製フォトフ

レームや地域材の手作り箸キットの配布
実施中

3 伊賀の森っこ育成推進事業 3,400,000 実行委員会が実施する、小中学校における森林教育に対する支援 実施中

3 地域の森と緑のつながり支援事業 200,000
自治会等が実施する、森林・林業・環境学習・木工のイベントや学

習活動への支援
実施中

3
森のやすらぎ空間整備事業（伊賀の木活用

人材育成）
700,000

活動団体等が実施する、地元高校生と協力して行う地域材を活用し

た木製品開発への支援
実施中

4 幼児教育・保育施設木製遊具整備事業 10,630,741 市が実施する、保育所や幼稚園への木製遊具の導入 実施中

20,013,000 10,630,741

名張市計

南伊勢町計

伊賀市計
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【尾鷲市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 人家裏危険木伐採事業 1,044,000 自治会等が実施する、人家裏の危険木伐採に対する支援 実施中

3
尾鷲ヒノキを活用した保育園児等への山育

事業
360,660

市が実施する、保育園児等を対象とした苗木の配布、木育教室、植

林体験
実施中

4 木とふれあう学校環境づくり事業 166,320
市が実施する、過去に市町交付金事業で導入した机・椅子の維持修

繕と森林教育
実施中

4
木とふれあう学校環境づくり事業（尾鷲中

学校学習机・椅子整備）
4,628,800 市が実施する、中学校への市産材を活用した机・椅子の導入 実施中

4
木とふれあう学校環境づくり事業（矢浜小

学校机・椅子整備））
1,458,542 1,016,458 市が実施する、小学校への市産材を活用した机・椅子の導入 実施中

5 中村山公園整備事業 1,996,500 788,822 市が実施する、森林公園の整備 未着手

5
矢浜公園ほか立木伐採・処分及び森林教育

事業
852,178 2,133,222 市が実施する、公園等における危険木伐採と森林教育 実施中

10,507,000 3,938,502

【紀北町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

1 河川周辺森林立枯木整備事業 1,530,000 町が実施する、河川沿いの枯損木の伐採・搬出 実施中

2 危険木伐採事業 8,744,000 自治会等が実施する、人家裏の危険木の伐採に対する支援 実施中

2 集落周辺森林（里山）整備事業 130,000
活動団体等が実施する、集落周辺等の荒廃した森林の整備や歩道整

備に対する支援
実施中

3 森林環境教育活動支援事業 932,000 町や活動団体が実施する、小中学生を対象とした森林教育 完了

4 町内学校等木質化事業 18,658,389 町が実施する、小学校におけるウッドデッキの整備 実施中

11,336,000 18,658,389

【熊野市】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 小・中学校危険木伐採・枝切事業 1,143,000
市が実施する、学校敷地内において倒木のおそれのある危険木の伐

採等
実施中

5 森とふれあいの場拠点づくり事業 13,763,000 1,505,062 市が実施する、森や緑と触れ合える公園等の整備 実施中

14,906,000 1,505,062

【御浜町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 学校危険木伐採事業 627,000 町が実施する、学校敷地内における危険木の伐採等 実施中

2 町道危険木伐採事業 1,000,000 町が実施する、道路沿いの危険木の伐採等 完了

5 森林公園等環境整備事業 5,552,000 876,982 町が実施する、森や緑と触れ合える公園等の整備 実施中

7,179,000 876,982

【紀宝町】

対策

区分
市町事業名

当年度交付額

（円）

基金活用額

（円）
事業内容

進捗

状況

2 生活環境林整備事業 6,452,000 4,029,977
町が実施する、公共施設の周辺や生活道路沿いにおける危険木の伐

採等
実施中

3 森と緑の環境教育事業 1,000,000 町が実施する、森や緑に関する講演会やワークショップの実施 実施中

4 三重の木ベンチ設置事業 825,000 町が実施する、七里御浜国有林での木製ベンチ設置 実施中

7,452,000 4,854,977

尾鷲市計

紀北町計

熊野市計

御浜町計

紀宝町計

82

資料４



 

みえ森と緑の県民税制度運営事業 

令和５年 12 月 

 

１．事業の目的 

この事業は、みえ森と緑の県民税の制度が円滑に運営されるよう、県民へ

の周知や評価委員会の設置・運営等を行うものです。 

 

２．令和５年度事業進捗状況 

１）みえ森と緑の県民税評価委員会の運営 

令和５年４月に第１回評価委員会、７月に第２回評価委員会、８月に第

３回評価委員会を開催し、令和５年８月 29 日付けで、森緑評第 18 号に

よりみえ森と緑の県民税条例の施行の状況についての検討、森緑評第 19

号により令和４年度 みえ森と緑の県民税基金事業の実施後の評価につい

て、答申を受けました。 

１-１）委員の任命 

令和４年 10 月１日から令和６年９月 30 日の２年間を任期として、次

の 10 名を委員に任命しました。 

 みえ森と緑の県民税評価委員会委員 

委員氏名  所属団体等  分 野  

池山 敦 皇學館大学教育開発センター 准教授 学識経験者  

石川 知明 三重大学大学院生物資源学研究科 教授 学識経験者  

井野 和正 三重県商工会連合会事務局次長 商工  

木村 京子 三重県環境学習情報センター長 環境学習  

谷川 東子 名古屋大学大学院生命農学研究科 准教授 学識経験者  

橋本 直行 三重県生活協同組合連合会事務局長 消費者  

林 拙郎  三重大学名誉教授 学識経験者  

林 康子  三重県小中学校長会幹事（伊賀市立府中小学校）  教育  

三田 泰雅 四日市大学総合政策学部 教授 学識経験者  

森下 ゆう子 有限会社森下林業 林業  

五十音順・ 敬称略 令和 ５年 12 月末現在  

 

 

 

 

 

83

資料４



 

１-２）評価委員会概要 

【令和５年度第１回みえ森と緑の県民税評価委員会】 

１ 日時 令和５年４月 11 日（火） ９時 30 分から 11 時 00 分 

２ 場所 三重県勤労者福祉会館 ６階 講堂 

３ 出席委員 ９名（うち、３名がオンライン参加） 

４ 議題 

（１）みえ森と緑の県民税評価委員会への諮問について 

（２）みえ森と緑の県民税条例の施行の状況についての検討 

５ 会議の公開・非公開  公開 

６ 傍聴者 ９名（うち、９名がオンライン参加） 

 

【令和５年度第２回みえ森と緑の県民税評価委員会】 

１ 日時 令和５年７月 18 日（火） 13 時 30 分から 16 時 00 分 

２ 場所 三重県勤労者福祉会館 ６階 講堂 

３ 出席委員 ９名（うち、３名がオンライン参加） 

４ 議題 

 （１）みえ森と緑の県民税条例の施行の状況についての検討 

 （２）令和４年度みえ森と緑の県民税基金事業の実績 

５ 会議の公開・非公開  公開 

６ 傍聴者 19 名（うち、12 名がリモート参加） 

 

【令和５年度第３回みえ森と緑の県民税評価委員会】 

１ 日時 令和５年８月 29 日（火） 13 時 30 分から 16 時 20 分 

２ 場所 三重県勤労者福祉会館 ６階 講堂 

３ 出席委員 ９名（うち、３名がオンライン参加） 

４ 議題 

 （１）みえ森と緑の県民税条例の施行の状況についての検討 

 （２）令和４年度みえ森と緑の県民税基金事業の評価 

５ 会議の公開・非公開  公開 

６ 傍聴者 16 名（うち、13 名がオンライン参加） 

 

２）みえ森と緑の県民税の普及啓発 

令和６年度から、「みえ森と緑の県民税」の第３期が開始し、国の「森

林環境税」も課税されることから、令和６年度下半期を普及啓発の強化期

間として位置づけ、さまざまな媒体を活用した取組を展開しています。  
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２-１）啓発物品による広報 

「みえ森と緑の県民税」について紹介するチラシ及びリーフレットにつ

いて、「森林環境譲与税」との棲み分けに関する説明も加えたうえで、分

かりやすいものにリニューアルしました。こうした様々な啓発物品を活用

して、みえ森と緑の県民税の必要性と活用事例について広く県民に知って

いただくための広報活動を行っています。 

 

【普及啓発実績】 

時期 内容 

４月５日～４月 30 日 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

５月 1 日～５月 31 日 県内のｲｵﾝ（20 店舗）でのﾁﾗｼ配架 

６月 1 日～６月 30 日 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

 県内のｲｵﾝ（20 店舗）でのﾁﾗｼ配架 

６月 1 日～10 月 31 日 県庁１階県民ﾎｰﾙでのデジタル広告案内 

７月１日～７月 31 日 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

８月１日～８月 31 日 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

９月１日～９月 30 日 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

10 月 1 日～10 月 31 日 県内のｲｵﾝ（20 店舗）でのﾁﾗｼ配架 

 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

11 月１日～11 月 30 日 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

12 月１日～12 月 31 日 県内のｲｵﾝ（20 店舗）でのﾎﾟｽﾀｰ掲示 

 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

１月１日～１月 31 日 県内のﾛｰｿﾝ（148 店舗）でのﾁﾗｼ配架 

 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

２月１日～２月 29 日 県内のﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ（11 店舗）でのﾁﾗｼ配架 

 県庁１階県民ﾎｰﾙでのﾁﾗｼ配架 

 

２-２）事業成果の広報 

①みえ森と緑の県民税令和４年度成果発表会の開催 

事業実施担当者が、事業成果を直接県民に報告するとともに、市町間

の情報共有を図り、市町交付金事業実施の一助とするため、事業成果発

表会をオンラインで開催しました。 

１ 日時 令和５年 10 月 31 日（火）13 時 30 分から 16 時 30 分 

２ 場所 Zoom によるオンライン開催 
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３ 発表内容 県事業４事業と５市町の事業成果発表 

４ 参加者数 91 人（評価委員、県職員、市町職員、関係団体、一般） 

５ アンケート結果 

    Q.この発表会は、満足のいくものでしたか。 

1.満足 ４件（13％） 2.概ね満足 18 件（60％） 

3.あまり満足でない 7 件（23％） 4.満足でない 1 件（3％） 

    Q.自由意見等 

     ・他地域の事業内容が共有でき、私たちの地域でも活用できそうだ

と感じた。 

     ・市町交付金事業については「優良事例発表会」が望ましい。  

 

②みえ森と緑の県民税令和３年度事業成果報告書の作成 

令和４年度事業成果を総括し、詳細に報告するため、みえ森と緑の県

民税令和４年度事業成果報告書を作成・配布しました。 

 

２-３）さまざまな媒体を活用した広報 

 ①FM 三重オリジナル啓発番組放送 

  番組名：みえ森と緑の探検隊！ 

  放送期間：令和５年７月 21 日（金）～10 月 13 日（金） 全 13 回 

  放送枠：毎週金曜 16：30～16：40（10 分番組） 

  内容：「みえ森と緑の県民税」を活用した事業と関連する施設や人々を

取材して放送し、税を活用した取組や成果を PR 

番組ホームページを制作し、放送回を２月末まで聴取可能 

 

 

 

 

 

 

番組ホーム ページ  
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放送日 取材者 内容 

7 月 21 日 み ど り 共 生 推 進 課  技 師 

上村 岳斗 

みえ森と緑の県民税とは？ 

7 月 28 日 津 市 農 林 水 産 部 林 業 振 興 室  

清水 宏幸さん 

親 子 で 学 ぶ森 と 緑 （ 夏 休み

森と緑の親子塾） 

8 月 4 日 朝 日 町 役 場 産 業 建 設 課  吉

田 壮汰さん 

PEEK-A-BAMBOO！ あさひ

竹プロジェクト！ 

8 月 11 日 み え 森 づ く り サ ポ ー ト セ ン

ター 北野センター長 

森 の せ ん せ い っ て ど ん な

人？ 

8 月 18 日 尾 鷲 市 役 所  水 産 農 林 課  市

有林係 岩屋 仁志さん 

教 え て ！ 尾鷲 市 の 県 民 税事

情！ 

8 月 25 日 中 部 電 力 パ ワ ー グ リ ッ ド  

配電建設グループ  佐野 真

也さん 

電 線 近 く にあ る 木 の 整 備事

業 

9 月 1 日 三重県民の森 川瀬 裕之所

長 

教 え て ！ 三重 県 民 の 森 の楽

しいイベント！ 

9 月 8 日 伊 勢 市 役 所  農 林 水 産 課 

竹内 来聖さん 

ふたみ保育園 中島 純子園

長 

教 え て ！ 伊勢 市 の 県 民 税事

情 ！ （ 県 産材 を 使 用 し た保

育 物 品 導 入 に よ る 森 林 教

育・木育） 

9 月 15 日 御浜小学校  矢賀 睦都恵校

長 

森 林 公 園 にお け る 小 学 校の

森林教育！ 

9 月 22 日 県 立 伊 賀 白 鳳 高 校  工 芸 部

顧問 平野 太一さん 

工芸部の生徒 

高 校 生 が 取り 組 む 『 森 のや

すらぎ整備事業』！ 

9 月 29 日 四日市メリノール学園（一般

社 団 法 人 ネ ク ス ト ス テ ッ プ

研究会 代表 寺田 卓二さ

ん） 

学校周辺の里山保全 

10 月 6 日 松 阪 飯 南 森 林 組 合  石 川 智

章さん 

災害緩衝林整備について 

10 月 13 日 森林・林業経営課 主任 中

西 将大 

ア カ デ ミ ー 運 営 課  副 参 事

兼課長 北出 満 

「 み え 森 と緑 の 県 民 税 」と

「 森 林 環 境譲 与 税 」 の 使い

分けについて 
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■ 知っていた  

■ 知っていたが  

  詳しい内容までは知らなかった  

■ 知らなかった  

■ 未回答  

15%

13%

72%

0%

 

 ②中日新聞記事広告 

  掲載日：令和５年 10 月 14 日（土） 

  紙面体裁：カラー15 段（記事８段＋広告７段） 

  紙面内容：「みえ森と緑の県民税」の概要や取組の紹介 

       「森林環境譲与税」との棲み分け 

 

 ③Tver での CM 配信（15 秒） 

  配信期間：令和５年７月 21 日～８月 20 日 

  配信内容：「みえ森と緑の県民税の PR 動画（令和３年度作成）」を配信 

  表示回数：177,869 回 完全視聴数：170,109 回（完全視聴率 96％） 

 

 ④アウトドアイベントでの情報発信 

  イベント名：住まいと暮らしの総合フェア 2023 

  開催日：令和５年 10 月 14 日（土）、15 日（日） 

  場所：四日市ドーム 

  主催：中日新聞社 

  来場者数：14 日（土）4,125 名、15 日（日）5,406 名、合計 9,531 名 

  内容： 

   ●PR ブース出展 

    ・木のボールプール体験、「みえ森と緑の県民税」を紹介するパネ

ル展示、チラシ等の普及啓発物品配布、アンケート調査の実施  

   ●ステージイベント 

    ・オリジナル啓発ラジオ番組の連動イベントとして、FM 三重女性

パーソナリティによる「みえ森と緑の探検隊トークショー」を実施 

  アンケート結果： 

・「みえ森と緑の県民税」の認知度は約 28％（回答数合計 382） 
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・自由意見 

    →知らない税の存在を知ることができ勉強になりました。もりぼー

る、木のぬくもりを感じることができよかった。 

    →県民に身辺で見えるかたちでもっとアピールして下さい。  

 

 

 ⑤自然体験施設での情報発信 

  時期：令和５年７月下旬から 

  内容：FM 三重オリジナル啓発番組とコラボしたうち

わを制作し、県内のキャンプ場など自然体験施

設へ配布 

 

 ⑥ジオフィールドを活用した情報発信 

  時期：令和５年７月 21 日から１カ月 

  内容：位置情報を活用し、キャンプ場などの自然体験施設やアウトドア

ショップを訪れた方へ啓発 CM を配信しました。 

  表示回数：198,657 回 完全視聴数：68,942 回（完全視聴率 34.7％） 

 

 ⑦県政だよりみえでの発信 

  時期：令和５年 12 月号 

  内容：「みえ森と緑の県民税」と「森林環境譲与税」を有効活用した三

重の森林づくりについて紹介 

ステージイ ベント  ブース出展  
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県政だより みえ 12 月号 
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⑧各市町広報誌への折込及び自治会回覧板での情報発信 

市町名 周知方法 配布・回覧時期 部数 

いなべ市 広報折込 1 月 12,900 

木曽岬町 広報折込 1 月 2,100 

東員町 広報折込 2 月（予定） 9,850（予定） 

多気町 回覧 12 月 4,863 

大台町 広報折込 1 月 4,000 

明和町 回覧 12 月 777 

鳥羽市 広報折込 1 月 6,500 

志摩市 回覧 12 月 2,492 

伊賀市 回覧 12 月 3,813 

紀宝町 広報折込 12 月 5,600 

 

 ⑨CBC テレビ“よしお兄さんの「みえ推し！」”での発信 

  放送日：令和５年 10 月 18 日（水） 

  放送内容：「県民全体で森林を支える社会づくり」として、みえ森林教

育ステーションで、子どもたちが木や緑に触れる木育活動

を紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番組ホーム ページ  
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２-４）パネル展示等による広報 

県施設等において、みえ森と緑の県民税ＰＲのためのパネル展示を行う

とともに、アンケート調査をしています。 

【パネル展示の実施状況】 

所属 期間 場所 

四日市農林事務所 R6.1 四日市庁舎１階ロビー 

津農林水産事務所 
R6.1 津庁舎１階ロビー 

R6.2 津市白山庁舎 

松阪農林事務所 未定 松阪庁舎１階ロビー 

伊勢農林水産事務所 
通年 伊勢庁舎２階ロビー 

R5.10 伊勢庁舎１階ロビー 

伊賀農林事務所 

R5.8.1～R5.8.31 

R6.1.15～R6.2.15 
伊賀庁舎２階県民ホール 

R5.10.24 マルタピア（原木市場） 

尾鷲農林水産事務所 R5.7.5～R5.8.2 尾鷲庁舎１階県民ホール 

熊野農林事務所 
R5.9.9～R5.9.10 熊野市文化交流センター 

R5.9.24 熊野原木市場 

林業研究所 R5.11.25 
森林・林業アカデミー棟 

エントランス 

みどり共生推進課 
R5.6.19～R5.6.23 本庁１階県民ホール 

R5.12.1～R5.12.28 県立図書館 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 本庁県民ホ ールにお け るパネル展 示の様子  県立図書館 における パ ネル展示の 様子  
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２-５）木材利用の意義や効果等についての情報発信 

  「木材利用と森林づくりのつながり」に対する理解促進のため、木材利用

の意義や木材の効果・効用等を県民に分かりやすく紹介する冊子を県立図書

館や三重県「木づかい宣言」事業者の店舗等で配布しました。今後も引き続

き広く県民の目に触れる箇所で本冊子を活用し、情報発信を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「みえ森と緑の県民税」の認知度 

３-１）e-モニター制度の活用 

e-モニター制度を活用し、みえ森と緑の県民税にかかるアンケート調査

を実施しました。調査結果は、ホームページで公表しています。  

県立図書館 における 活 用の様子  「木づかい 宣言」事 業 者の  

店舗におけ る活用の 様 子 

県尾鷲庁舎 における パ ネル展示の 様子  
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知っている

5.8%

知っている

が詳しい内

容までは知

らなかった

15.4%

知らない

78.8%

5.8%

1.5%

6.4%

5.9%

5.0%

7.2%

15.4%

11.5%

12.0%

9.4%

20.1%

18.3%

78.8%

86.9%

81.6%

84.7%

74.8%

74.5%

全 体

年代／1 8 - 2 9歳

年代／3 0 - 3 9歳

年代／4 0 - 4 9歳

年代／5 0 - 5 9歳

年代／6 0 - 9 0歳

知っている 知っているが詳しい内容までは知らなかった 知らない

【みえ森と緑の県民税に関するアンケート】 

１ 実施期間 令和５年７月 26 日から８月１日まで 

２ 回答数  1,000 名（民間リサーチ会社が抱える県内の顧客） 

３ 設問内容と回答結果 

三重県では平成 26 年から「みえ森と緑の県民税」を導入し、個人は

年額 1,000 円、法人は資本金額に応じた県民税均等割の 10％相当額（年

額 2,000 円～80,000 円）を納めていただいています。 

この「みえ森と緑の県民税」を活用して、県が災害緩衝林整備事業等

の災害に強い森林づくりに取り組むとともに、市町が人家裏や通学路沿

いの暮らしに身近な危険木の伐採、教育現場への木製備品の導入等地域

に密着した取組を行っています。 

 あなたは、「みえ森と緑の県民税」をご存じですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「みえ森と緑の県民税」の認知度：年代別回答割合 

「みえ森と緑の県民税」の認知度：全体割合（％） 
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